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圃圏回團
おめ欝驚《翻鎧》

馨藁ちゃん小野塚修畷智子さん

　　　　　　　醗音寺（はら〉
凱　ちゃん　俄藤璽宰・美子さん

　　　　　　　災水越（巌善）
霧禽ちゃん禰原諭祐，正子さん

　　　　　　　松　欝　（保罎〉

お《糟勧《罵蜜》㎜

佐藤ミセさん　73歳北浦繊（林）
本由秀照さん　62歳　瞥　根（大和麗〉

佐藤チ黛さん　92歳　策水越（八　方）

汽鋤ナカさん　82歳　曽　根（源次郎〉

※3月鷲彗から3癩までの鰯出分です。

※広報に戴せてほしくない方は、鰯出のと

　きに窓1コにお議ください。

町の動き
　　　　　　4月翌鷺硯筏

総人黛3，395人（一38）

　男王，651人（一i3〉

　女i，744人（一25）

盤帯数1，MO戸（一1め

（〉轟は筋月との比較

町民憲章g裟穣，3、葬，月驚多定

わたしたちは松之置．£照葺篶です前郷土を愛し、

みんなでよりよい跡づく1）をしよう、、

町浅の禽書葉
玉、葵しい緑と雪の中で

　　心豊かな人になろう

烹、プナの櫓が触れ禽うよう続

　　運帯の心をもとう

　　　　　ゆユ、湧きいづる湯：騒〃）ように

　　創進の力を趨めよう

温票定休8
甑 1温泉センター擁の湯ワ

・月1311124牌間

・月1拓1％
駄 匙

ぽくの絵わたしの絵松之田保育所

おそとで楽しそうにあそんでいる

隼さんをかきました

噸黎麟・

議

　〈うさぎ総〉

わくい　ぷ　ら

涌弁沙羅ちゃん

（松之衷・涌弁〉

諺　伊

　　〈うさぎ維＞

、悉養馨書ちゃん

　　（三桶・大莇）

葦）

　　　　　　　雛織

おいしそうなエサをたべている

牛さんをかきました

こよみ

3月のできごと

封ヨ　高校松之山分校卒業式

6iヨ　下水遵審議会

鶏嚢　議会3月定例会（～欝8〉

捻霞　松之山中学絞卒業式

22臼ほくほく線闘業式

23露　山留生終籔式

25覆　町内小学校卒業式

26欝　保育所卒園式

欝臼　議会臨蒋会

4丹紛9～5月穂欝の予定
欝iヨ　献趣（役場〉

20鷺　大厳寺高原クロカンスキー

　　大会
禦日　集落総代会

30日　保健センター竣工式

3霞成人式
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住みよい町づくりを目指し

計会般纈

鍔一一一総務費
；

r…一…民生費
1

ヂ…一…衛生費……r
し【．｝．一　ロ　　ー　．

　　　　　　　　　　　　　　　　！
　若者の定住促進を図るため、今年

度は新規就労者奨励金、U・！ター　1
　　　　　　　　　　　　　　　　きン奨励金並びに定住促進企業補助金　i

　　　　　　　　　　　　　　　　監を設けました春また、雪対策として

小型除雪機を購入します．　　　　　・

く〉地方ノfス簿各線補助：金…　1，000万鍔　 i
◇新規就労者奨励金、U・1ターン　1

　者奨励金…・・……………μ…50万消

◇定佳健進企業補助金一・一40万円

◇交通安全対策費…一一三42万円

◇類黒倉分校塗装工事……2（鴻万円　i

O鞭対策費（小型除雪機整備など）　i

　　　　　　　　　　　　470万円　i

◇十霞町地域広域績合負握金

　　　　　　　　　　　　315万円

　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　…
ヂ・一…教育費一…r　l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　季
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　l
し　』　．．．』、　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　・　 　　　 j　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　多
　心豊かで躍動感あふれる晃：童・猛

徒の育成を目指し、いきいきスクー

ルステップアップ事業に取り緯みま

す。また、祇会教青では生涯学習推

進計薩に基づき、広範な分野の生灘

掌習を推進します。

◇由村留学助成金…………30G万円

◇小掌校下水遵接続ヱ事、屋根塗装

　工事など一…一…一・略80万円

⇔小学校教育振興費一…448万円

〈〉いきいきスクールステップアップ

　運動推進事業（小・中〉293万円

◇中掌校スクールバス運行委託料

　　（東廻線、浦醗線〉……554万円

◇中学校教鷺振興費………6G8万円

◇社会教鷺、陶警爆焼窯購入

　　　　　　　　　　　　285万円

◇公艮館費…一・……・……556万円

⇔保健体蕎振興費・・……・…3麟万円

◇町畏体膏館運営費………577万円

3

　高齢化が進むなか、行政と町民が

一体となった人にやさしい福祉の購

づくりを進めます。在宅介護支援セ

ンターを中心に；在宅保健穗祉サービ

スの充実を図って行きます。

く〉町社会橿糧協議会補助金

　　……・一………・一……774万円

◇あったカ〉ネットワーク推う蓮事業補

　助金………一……‘◎…一驚6万円

◇シルバ～人材センター運営費負担

　金一一…………凸…一・翼担8万円

⇔入所捲置委託料…一・一駐1万購

◇預町授産施設負撞金・磁83万円

雷

〈〉老人短期保護委託料…三，5G2万円

〈〉国保保険基盤安定分繰出金

　　　一…一一…・i，240万円

◇國保財政安定化支援事業繰患金

　　　　　　　　　　玉，10G万円

◇特刷養護老入ホーム不老閣資金借

　入金償還金補助金”一1，979万需

◇高齢者障害者陶け住宅整備事業補

　助金……………・…・一…200万円

⇔老人保護措置費…三億2，085万円

◇老入保健特劉会計繰出金

　　一…一一…・・一3，三22万円

◇老人ディサービス運営事業委託料

　　　　　　　　　　2，589万円

　健康で快適な生活が送れるよう各

種検診の充実を図るほか、健康教蒼、

健康相談など健康づくりを推進し、

疾病予防や軍簸発見に努めます，ま

た、ゴミ問題や合併浄化槽整備にも

取り総み、住みよい環境づくりを推

進します。

◇成人病予防事業委託料

　　　一◆……一……・…L7駐万円

◇津南地域衛生施設綬合負擾金〈火

　葬場分〉一一一一……・304万円

◇津南地域衛生施設絹含負握金

　一…・一一・・一一4，904万円

く〉簡易水道特甥会議繰患金

　　　　　　　　　　　3，655万霧

o患餐輸送車整備事業……質6万円

◇合併処理浄化槽設置整備事業費補

　助金……………一曹ひ…一863万円

r一…商　工費一r

　観光の振興と濡性化を麟るため、

観光関係者と連携を取り合いながら

を取り合いながら観光施設の整備・

充実や誘客の健進に努めます。

◇地方産業育成資金貸付金

　　　　　　……………600万円

◇町観光協会補助金………246万円

◇温寒スキー場管理運営委託料

　　　　　　・・一……3，986万円

Oスキー場建設費（圧雪車購入、水

　蕗工事、重機借上料など〉

　　　　　　　　　　　3，537万円

く〉温泉センター運営費（管理運営婆

　託料など〉……………1，959万円

O露天属呂管理費（浴槽改修事業、

　管理委託料など〉…・…・・2菊万円

　新年度：がスタートし、嘩カ月が過ぎました。4丹号で

は平成§隼度町予算の概饗をお短らせしましたが、今月

弩では活力ある住みよい町づく‘ノのための主な事業内容

をお知らせしますo事業の実施にあたりましては、町戻

のみなさんのご理解とご櫨力をお願いしますα

農林水産業費一一3
　　　　　　　　　　　｝

　山間地域の活性化事業として、浦

田地猛に農産物加工施設（そば撫工〉　、
　　　　　　　　　　　　　　　　きを建設し求す。また、特産最の闘発　i

にも取り紹み豪す、新潟米盗産体質

強化事業では、土地の基盤整備や農　…
　　　　　　　　　　　　　　　　き業機械の整備を行い濠す．票鴬の農　1

　　　　　　　　　　　　　　　　を村総合整備事業では．ヒ・下鞍綴地区　1

　　　　　　　　　　　　　　　　きに営農飲雑縁水施設の整備が蛤まり、i
　　　　　　　　　　　　　　　　｝
施設の完成は平成H年度の予定です、i
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ西浦鐙地区では、公園整備や集落欝　1

水整備も進められます。　　　　　　！

φ農業振興費………・一一728万門

◇中山間地域活姓化総合対策事業

　（農産物撫工施設整備、農道整業、

　農業機械整備、特産品弱発など〉

　　　　　　　　i億G，270万円

〈〉新潟米生産体質強化事業補助金

　　　　　　　　　　3，950万円

o農業体験宿油施設整備事業補助金

　一……・………9……一王，5倉0万Fi

o林業地域総合整備事業（時道松鴬

　大荒戸線〉……………護歩992万円

◇多議的集会施設整備事業（下鎖手）

　　　　　　　　　　3，茎22万円

〈＞林道舗装整備事業（林道上鍛池線）

　　一……一一・……三，9G4万円

俺

◇察農村総合整備事業負握金（上・

　下布翅地区営農飲雑罵水整備事業）

　　　　　　　　　　5，護00万円

◇票営松璽かんばい事業助成金

　　　　　　　　　　工，王88万薄

◇握い手支援事業負擦金償還助成金

　　　　　　　　　　i，345万円

〈＞農村総合整備事業（廼浦賠地区で

　公圏整備、集落排水整備など）

　　　　　　　　　　桑，265万鍔

◇農業農村整備事業（松里かんばい

　施設整備〉・・…………・5，0βe万円

雛一…一消防費一一r
　し、．

　消防業務が牽漏町地域広域事務緯

合に移りましたが、今後も安全な暮

らしを簿るために防火、防災施設の

充実を騒って行きます。

◇広域消防費一…一…49ラ3胴万円

◇防災対策費………………327万鍔

犠　　矯9　〃　無　“
＾、　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
ら㌦　　＾　　　　　鶉麟　　　8
》　　　帰蔵　　　　　　　　　　ρ
　　　》　　　》

鵬．轟
　　　　　　　　　　○。

一災害復旧費一一……招
　　　　　　　　　　　l　l

ギー……一土　：木　費…一一1

一
　
㎜

ぐ
ー
～
ー
」

　農業罵施設災害復蔭工事では、天

水越地内と藤倉地内で水踏の復績工

事が行われます。

◇林地林道災害復溝費

　　　　　　　　　　圭，625万門

く〉農地農業耀施設災害対応対策費

　　　　　　　・脅一◆一…592万鍔

◇懸体営農地農業馬施設災害復鶏費

　　　　　　　　　　　憩α万円

○県営委託農業聡施設災害復照費

　…一一曹一……・・一…‘4ラ109万円

O地すべり災審応急対L策費

　　　………・一一・…脅……i83万円

α町道災害応急対策費……欝4万円

◇町遵災審復饗費……・・一365万円

　快適で住みよい環境の町づくりを

推進するため、道踏・河絹・下水道

など逗）整備綻進に積極的に取lll綴み

ます．また、今年度は、浦懸地区に

町営住宅（…棟4戸／を建設します。

◇県営遂酪整備事業負擬金

　　　　　　　　　　3，5脅0万霧

o道路除霧費…一一i億o，○菊万円

φ遭跨維持費…・・……・…3，倉9i万鍔

〈〉交通安全施設費…一・一達05万円

く〉鱗遵新設改良事業（町道冬癩線、

　町道五十子平中央線の2酪線〉

　　　　　　　　　　4，82（｝万円

o町遵特殊改良事業（臨道浦照松之

　山線）・一一一一…・5，｛）3i万門

◇町営住宅管理費……一・・588万円

＜〉驚営住宅建設事業（浦懇地区）

　　　　　　　　　　7，890万円

◇克雪焦宅普及縫進事業補助金

　　　　　　　　　　　66鵬門

〈〉冬獺纂落保安要曼設置事業

　　　　　　　　　　　963万円

○下水遵特別会計繰出金

　　　　　　　　　　　6，650万門

〈〉下水遵特甥会計繰出金（過疎債分）

　　　　　　　　　　　7，98晒膜

◇灘…階理費・一一一…203万鍔
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住みよい町づくりを目指し
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す。また、祇会教青では生涯学習推

進計薩に基づき、広範な分野の生灘

掌習を推進します。
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◇小掌校下水遵接続ヱ事、屋根塗装

　工事など一…一…一・略80万円

⇔小学校教育振興費一…448万円
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　運動推進事業（小・中〉293万円

◇中掌校スクールバス運行委託料

　　（東廻線、浦醗線〉……554万円

◇中学校教鷺振興費………6G8万円
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◇町畏体膏館運営費………577万円

3

　高齢化が進むなか、行政と町民が

一体となった人にやさしい福祉の購

づくりを進めます。在宅介護支援セ

ンターを中心に；在宅保健穗祉サービ

スの充実を図って行きます。

く〉町社会橿糧協議会補助金

　　……・一………・一……774万円

◇あったカ〉ネットワーク推う蓮事業補

　助金………一……‘◎…一驚6万円

◇シルバ～人材センター運営費負担

　金一一…………凸…一・翼担8万円

⇔入所捲置委託料…一・一駐1万購

◇預町授産施設負撞金・磁83万円

雷

〈〉老人短期保護委託料…三，5G2万円

〈〉国保保険基盤安定分繰出金

　　　一…一一…・i，240万円

◇國保財政安定化支援事業繰患金

　　　　　　　　　　玉，10G万円

◇特刷養護老入ホーム不老閣資金借

　入金償還金補助金”一1，979万需

◇高齢者障害者陶け住宅整備事業補

　助金……………・…・一…200万円

⇔老人保護措置費…三億2，085万円

◇老入保健特劉会計繰出金

　　一…一一…・・一3，三22万円

◇老人ディサービス運営事業委託料

　　　　　　　　　　2，589万円

　健康で快適な生活が送れるよう各

種検診の充実を図るほか、健康教蒼、

健康相談など健康づくりを推進し、

疾病予防や軍簸発見に努めます，ま

た、ゴミ問題や合併浄化槽整備にも

取り総み、住みよい環境づくりを推

進します。

◇成人病予防事業委託料

　　　一◆……一……・…L7駐万円

◇津南地域衛生施設綬合負擾金〈火

　葬場分〉一一一一……・304万円

◇津南地域衛生施設絹含負握金

　一…・一一・・一一4，904万円

く〉簡易水道特甥会議繰患金

　　　　　　　　　　　3，655万霧

o患餐輸送車整備事業……質6万円

◇合併処理浄化槽設置整備事業費補

　助金……………一曹ひ…一863万円

r一…商　工費一r

　観光の振興と濡性化を麟るため、

観光関係者と連携を取り合いながら

を取り合いながら観光施設の整備・

充実や誘客の健進に努めます。

◇地方産業育成資金貸付金

　　　　　　……………600万円

◇町観光協会補助金………246万円

◇温寒スキー場管理運営委託料

　　　　　　・・一……3，986万円

Oスキー場建設費（圧雪車購入、水

　蕗工事、重機借上料など〉

　　　　　　　　　　　3，537万円

く〉温泉センター運営費（管理運営婆

　託料など〉……………1，959万円

O露天属呂管理費（浴槽改修事業、

　管理委託料など〉…・…・・2菊万円

　新年度：がスタートし、嘩カ月が過ぎました。4丹号で

は平成§隼度町予算の概饗をお短らせしましたが、今月

弩では活力ある住みよい町づく‘ノのための主な事業内容

をお知らせしますo事業の実施にあたりましては、町戻

のみなさんのご理解とご櫨力をお願いしますα

農林水産業費一一3
　　　　　　　　　　　｝

　山間地域の活性化事業として、浦

田地猛に農産物加工施設（そば撫工〉　、
　　　　　　　　　　　　　　　　きを建設し求す。また、特産最の闘発　i

にも取り紹み豪す、新潟米盗産体質

強化事業では、土地の基盤整備や農　…
　　　　　　　　　　　　　　　　き業機械の整備を行い濠す．票鴬の農　1

　　　　　　　　　　　　　　　　を村総合整備事業では．ヒ・下鞍綴地区　1

　　　　　　　　　　　　　　　　きに営農飲雑縁水施設の整備が蛤まり、i
　　　　　　　　　　　　　　　　｝
施設の完成は平成H年度の予定です、i
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ西浦鐙地区では、公園整備や集落欝　1

水整備も進められます。　　　　　　！

φ農業振興費………・一一728万門

◇中山間地域活姓化総合対策事業

　（農産物撫工施設整備、農道整業、

　農業機械整備、特産品弱発など〉

　　　　　　　　i億G，270万円

〈〉新潟米生産体質強化事業補助金

　　　　　　　　　　3，950万円

o農業体験宿油施設整備事業補助金

　一……・………9……一王，5倉0万Fi

o林業地域総合整備事業（時道松鴬

　大荒戸線〉……………護歩992万円

◇多議的集会施設整備事業（下鎖手）

　　　　　　　　　　3，茎22万円

〈＞林道舗装整備事業（林道上鍛池線）

　　一……一一・……三，9G4万円

俺

◇察農村総合整備事業負握金（上・

　下布翅地区営農飲雑罵水整備事業）

　　　　　　　　　　5，護00万円

◇票営松璽かんばい事業助成金

　　　　　　　　　　工，王88万薄

◇握い手支援事業負擦金償還助成金

　　　　　　　　　　i，345万円

〈＞農村総合整備事業（廼浦賠地区で

　公圏整備、集落排水整備など）

　　　　　　　　　　桑，265万鍔

◇農業農村整備事業（松里かんばい

　施設整備〉・・…………・5，0βe万円

雛一…一消防費一一r
　し、．

　消防業務が牽漏町地域広域事務緯

合に移りましたが、今後も安全な暮

らしを簿るために防火、防災施設の

充実を騒って行きます。

◇広域消防費一…一…49ラ3胴万円

◇防災対策費………………327万鍔

犠　　矯9　〃　無　“
＾、　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
ら㌦　　＾　　　　　鶉麟　　　8
》　　　帰蔵　　　　　　　　　　ρ
　　　》　　　》

鵬．轟
　　　　　　　　　　○。

一災害復旧費一一……招
　　　　　　　　　　　l　l

ギー……一土　：木　費…一一1

一
　
㎜

ぐ
ー
～
ー
」

　農業罵施設災害復蔭工事では、天

水越地内と藤倉地内で水踏の復績工

事が行われます。

◇林地林道災害復溝費

　　　　　　　　　　圭，625万門

く〉農地農業耀施設災害対応対策費

　　　　　　　・脅一◆一…592万鍔

◇懸体営農地農業馬施設災害復鶏費

　　　　　　　　　　　憩α万円

○県営委託農業聡施設災害復照費

　…一一曹一……・・一…‘4ラ109万円

O地すべり災審応急対L策費

　　　………・一一・…脅……i83万円

α町道災害応急対策費……欝4万円

◇町遵災審復饗費……・・一365万円

　快適で住みよい環境の町づくりを

推進するため、道踏・河絹・下水道

など逗）整備綻進に積極的に取lll綴み

ます．また、今年度は、浦懸地区に

町営住宅（…棟4戸／を建設します。

◇県営遂酪整備事業負擬金

　　　　　　　　　　3，5脅0万霧

o道路除霧費…一一i億o，○菊万円

φ遭跨維持費…・・……・…3，倉9i万鍔

〈〉交通安全施設費…一・一達05万円

く〉鱗遵新設改良事業（町道冬癩線、

　町道五十子平中央線の2酪線〉

　　　　　　　　　　4，82（｝万円

o町遵特殊改良事業（臨道浦照松之

　山線）・一一一一…・5，｛）3i万門

◇町営住宅管理費……一・・588万円

＜〉驚営住宅建設事業（浦懇地区）

　　　　　　　　　　7，890万円

◇克雪焦宅普及縫進事業補助金

　　　　　　　　　　　66鵬門

〈〉冬獺纂落保安要曼設置事業

　　　　　　　　　　　963万円

○下水遵特別会計繰出金

　　　　　　　　　　　6，650万門

〈〉下水遵特甥会計繰出金（過疎債分）

　　　　　　　　　　　7，98晒膜

◇灘…階理費・一一一…203万鍔
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一国民健康保険一筐「
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」

簡易水道事業r予算と事業

　圃戻健康保険事業の適難かつ安定

的な運営の確保を図るため、保険財

源の健全化の鑑進、保験維付の適蕉

化、保験税収納率亙09％の竪持など

実施して響きます．

　また、医療費の簾減を図るため、

町の保健事業と連携を取りながら健

康づくll｝を雄進するとともに、被保

険者の疾病予防と健康保持・増進を

進めて行きます，

1蟹保事業勘定）

《歳　入》　　　2億諺，9（玲万円

・蟹畏健康保険税………8，428万ド1

・麟庫支出金………1億三，G69万穆

・療養給付費交付金……三，驚5万円

6察支餓金………一一…・…30万円

・繰入金・…一……”…・・3ラ635万円

・繰越金ほか…・・…一……573万円

《歳串》　　2億4，g鱒万門
・総務費………ワー……・…305万円

・保険維付費………聴5，588万鰐

・老人保健擬繊金一…・7，852万鑓

・共岡事業拠癬金…一一・2％1謄導

・保健事業費………………172万鰹

・基金積立金ほか…………§85万円

（直営診療施設勘定｝

《歳入》　　3億4，235万円
・診療収入…・一……3億玉，0雛万円

・繰入金…一・…㊥一・…・王，850万円

量繰越金ほか…・・壷………至亨3超万円

《歳　鐵》　　　3億4，235万多：弓

・総務費・・一………1億9，0綴万穆

◎医業費・一………隻億3，035万騰

・施設費ほか一一………2，至漁7テ円

　安全な水を安定的に給水するため

水質管理鍾びに浄水施設の保等管理

の強化に努めます。今年度は松難簡

易水道で醗水池の増設工事を行いま

す。また、下水道事業に対応した本

支管の布設工事も行います。

《歳　入》　　　2億3，三70万円

・使嗣料、手数料…　蓬億0，2綴万円

・麟鷹支餓金・・……一e・・1，57倉万円

優繰入金………一・……匡4簿245万円

象町縫………一…『…一6，8⑳万円

◆繰越金ほか……一・一・一3難万羅

《歳　綴》　　　2億3，三70万円

・簡易承道施設費…三億8，607万円

・公債費…………・一…γ4，382万穆

・予備費一一……一・一玉80万円

鍔一下水道事業
…

老人保健ギ

　町の高齢者人環はその構成割合が

35％に達し、察i勾でも簸も高い害彗合

となっています。老人贋療受給対象

者数も年々増加し、それに伴い医療

費も増撫しています。健康づくりや

各種検診を推進し、医療費の適正化

と籔減を進めて行きます。

《歳　入》　　　6億0，4三3万円

・支払基金交付金…4億2，欝9万鍔

・麟庫支畠金………1億2，鴛1万円

・祭支畠金………………3シ030万円

◎繰入金ほか一一一・・3，ユ22万円

《歳出》　　6億○，駐3万円
・医療諸費…一・…・6億9，3勝万円

量総務費ほか……………一・・92万円

　今年3月に松之由浄化センターが

完成しました，松之山・湯山・湯本

（下湯）集落では宅地内排水工事が

進められ、供馬が開始されます。天

水島集落では本管布設工事が進めら

れ、本年度はおおむね完了します。

《歳　入》　　　4億8，800万円

・分撞金及び負撞金……2，鐙3万円

・使薦料及び手数料一曾一1，283万円

・圏庫支串金………i億5，00¢万鍔

禦票支出金…一・・……一・…・63万緯

・繰入金……………／億4，631万円

・町債………………1億5，700万円

・繰越金ほか……一一……・20万円

《歳繊》　　　4億8，800万円

・下水道事業費一4億4，728万円

・公優費一一…………・一4，052万円

毒予備費……一……一・一…20万円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ー
町
長
を
囲
む
会
…
、

地
域
懇
談
会
開
催

　
騎
影
ハ
を
照
一
む
点
然
ー
－
地
域
懇
談
会
が
、

獺
鍔
二
十
…
…
．
欝
か
ら
煮
月
九
賑
ま
で

購
内
九
会
場
で
驕
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
懇
炎
会
は
購
鋭
の
み
な

さ
ん
か
ら
町
政
に
対
し
、
ご
意
見
な

ど
を
闘
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
昨

葎
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
佐
藤
判
拳
購

長
が
新
無
度
の
町
予
算
宝
主
要
事
業

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
参
撫
い
た

だ
い
た
町
畏
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談

に
移
り
象
し
た
。

　
町
昆
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
地
域

の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
や
町
が
取
り

維
ん
で
い
る
下
承
道
事
業
、
ま
た
不

筏
地
主
の
土
地
問
題
な
ど
に
つ
い
て

意
箆
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
町
幾
の
み
な
さ

ん
と
の
懇
談
会
を
計
爾
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
購
政

へ
の
ご
意
箆
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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籔
泌
澱
騨
鋤
蟹
羅
鞠
麟

脚
貴
帯
が
避
難
　
国
道
は
蝋
時
通
行
止
め

　
繭
月
八
繊
の
午
蔚
囎
鱒
ご
ろ
、
翻

道
三
鷺
三
弩
の
小
谷
地
内
で
地
滑
り

が
発
盗
し
ま
し
た
。
こ
の
地
滑
り
で

斜
繭
の
土
砂
の
一
部
が
麟
道
を
埋
め

た
た
め
、
遵
驚
は
｝
蒔
全
衝
通
行
止

め
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
滑
り
が
発
焦
し
た
場
漸
は
、
昨

隼
秋
に
麗
通
し
た
小
谷
バ
イ
パ
ス
か

ら
松
之
慮
に
晦
か
っ
た
小
谷
集
落
の

入
撚
付
近
。
地
滑
り
の
編
模
は
編
八

十
メ
童
ト
ル
、
蕎
さ
五
牽
メ
輩
ト
ル
、

深
さ
十
メ
套
ト
ル
で
土
砂
の
量
は
二

万
九
千
立
方
メ
…
ト
ル
に
も
上
り
ま

し
た
．
こ
の
地
滑
り
の
た
め
、
近
く

の
相
沢
蕉
平
さ
ん
篭
滋
遷
難
勧
魯
が

出
さ
れ
一
家
は
選
難
し
ま
し
た
。

　
今
鰍
の
地
滑
り
発
焦
の
漂
麹
は
、

麟
獄
ま
で
降
り
続
い
た
爾
と
蟹
解
け

水
で
地
盤
が
緩
ん
だ
た
め
と
み
ら
れ

て
い
蒙
す
．

　
全
鋤
通
行
瓶
め
と
な
っ
て
い
た
網

道
は
、
職
圏
道
を
利
粥
し
て
迂
鰻
踏

が
造
ら
れ
、
鱈
月
牽
八
黛
の
午
後
烈

時
に
片
傭
交
互
通
行
が
可
能
と
な
9

全
藤
通
行
慮
め
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
購
に
は
地
滑
り
の
発
盤
が
予
想

さ
れ
る
危
陰
籔
域
が
多
く
、
そ
の
鑑

域
を
巡
視
す
る
地
滑
り
巡
禰
興
が
九

名
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
巡
襖
翼
の
業
務
は
危
険
区
域
を
巡

視
し
、
地
滑
り
や
地
劉
れ
の
発
箆
、

地
滑
り
防
距
施
認
設
の
亀
裂
や
撰
蕩
籔

噌弘

．
鍵
、

秘藍

蝿
、
粘騨

斯
の
発
見
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地

滑
り
防
止
の
た
め
に
は
璽
要
な
仕
箏

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
晦
期
嚢
解
け
や
降

雨
で
地
滑
り
が
発
猛
し
や
す
く
な
り

藪
す
億
み
な
さ
ん
も
地
滑
り
な
ど
を

発
見
零
れ
た
場
愈
は
、
お
近
く
の
巡

擬
興
ま
た
は
役
場
建
設
課
ま
で
ご
運

絡
く
だ
さ
い
。

　
当
購
の
地
滑
り
巡
視
蝿
は
、
次
の

み
な
さ
ん
方
で
す
。

門
地
潰
り
巡
視
轟
一

▽
繊
辺
進
｝
（
松
之
撫
・
繊
乱
や
）

▽
志
賀
昭
一
（
松
欝
二
」
う
ぞ
畑
）

▽
聴
月
、
｝
太
郎
（
藤
禽
・
両
大
鑓
）

▽
小
野
塚
保
ハ
蘂
川
・
凝
鷺
）

▽
村
山
昭
…
（
坪
野
・
畢
場
）

▽
糎
山
林
平
（
湯
塞
・
薮
竃
）

▽
佐
藤
証
発
（
天
水
越
・
多
七
）

▽
相
沢
攣
夫
（
水
梨
・
蟹
助
）

▽
趨
橋
糞
一
郎
（
黒
愈
・
源
治
）

園
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
圏
函
國

　
　
今
ま
で
遊
ぴ
に
来
た
こ
と
は
あ
る

　
の
で
す
が
、
ま
さ
か
錘
む
こ
と
に
な

　
る
と
は
思
っ
て
も
麗
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
箆
る
こ
と
、
体
験
す
る
こ
と
が
初
め

　
て
の
こ
と
ば
か
り
で
す
．

　
　
購
任
煮
か
ら
訪
問
先
へ
連
れ
て
い

　
フ
て
も
ら
っ
た
蒋
、
山
手
線
内
の
街

　
が
そ
れ
ぞ
れ
に
雰
翻
無
が
違
い
、
そ

　
こ
紀
集
ま
る
人
も
質
も
違
う
こ
と
に

　
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
の

　
　
秋
葉
原
の
電
餓
街
、
銀
座
の
蕩
級

　
繁
華
街
、
霞
が
関
の
窟
庁
街
、
丸
の

　
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
、
そ
し
て
神
田
の

　
学
盈
街
と
そ
れ
ぞ
れ
街
の
も
つ
機
能

　
が
違
つ
て
い
て
、
そ
れ
は
ま
る
で
東

　
｛
駅
自
体
が
羅
ふ
八
な
一
プ
パ
ー
ト
で
そ
れ

　
ぞ
れ
の
街
は
そ
の
中
の
専
門
癒
の
よ

　
う
で
す
．

　
　
そ
し
て
専
門
旛
化
す
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
、
粟
釈
中
い
や
田
本
中
の
要
求

　
を
満
た
し
て
い
る
の
で
す
．

　
　
地
下
鉄
は
、
山
拳
線
内
を
蜘
蛛
の

　
厳
を
張
り
巡
ら
す
よ
う
に
走
っ
て
い

　
豪
す
、
　
｛
実
は
道
踏
の
下
を
定
っ
て

　
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
…
…
）

　
こ
の
乗
り
方
を
覚
え
る
と
ず
い
ぶ
ん

　
楽
だ
と
い
う
の
で
す
が
、
い
濠
だ
勉
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強
中
で
す
．

　
た
だ
、
｝
駅
く
ら
い
の
距
離
な
ら

歩
い
て
散
策
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
．
そ
の
街
の
景
蝕
や
漂
う
雰
囲

鼠
、
そ
こ
に
築
ま
る
人
た
ち
を
観
察

し
な
が
ら
歩
く
と
結
構
楽
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
少
な
い
休
鷺
の
申
で
、

慌
た
だ
し
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な

す
族
行
し
か
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
駅
か
ら
駅
ま
で
が

一
キ
買
足
ら
ず
だ
と
は
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
至
る
醗
に

交
通
機
関
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
塞

す
の
で
、
疲
れ
た
ら
い
つ
で
も
電
車

に
乗
れ
ま
す
。

　
初
心
暫
の
騒
で
箆
て
闘
い
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
岡
聴
進
行
で

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
仕
事
も
一
盤
懸
命
鷺
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
藪
す
ゆ

　
　
　
　
　
　
東
蒙
纂
務
勝
　
保
坂

　
　
　
　
　
“
撃

fヂご

島
¢

鋼
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一国民健康保険一筐「
F
ー
ー
」

簡易水道事業r予算と事業

　圃戻健康保険事業の適難かつ安定

的な運営の確保を図るため、保険財

源の健全化の鑑進、保験維付の適蕉

化、保験税収納率亙09％の竪持など

実施して響きます．

　また、医療費の簾減を図るため、

町の保健事業と連携を取りながら健

康づくll｝を雄進するとともに、被保

険者の疾病予防と健康保持・増進を

進めて行きます，

1蟹保事業勘定）

《歳　入》　　　2億諺，9（玲万円

・蟹畏健康保険税………8，428万ド1

・麟庫支出金………1億三，G69万穆

・療養給付費交付金……三，驚5万円

6察支餓金………一一…・…30万円

・繰入金・…一……”…・・3ラ635万円

・繰越金ほか…・・…一……573万円

《歳串》　　2億4，g鱒万門
・総務費………ワー……・…305万円

・保険維付費………聴5，588万鰐

・老人保健擬繊金一…・7，852万鑓

・共岡事業拠癬金…一一・2％1謄導

・保健事業費………………172万鰹

・基金積立金ほか…………§85万円

（直営診療施設勘定｝

《歳入》　　3億4，235万円
・診療収入…・一……3億玉，0雛万円

・繰入金…一・…㊥一・…・王，850万円

量繰越金ほか…・・壷………至亨3超万円

《歳　鐵》　　　3億4，235万多：弓

・総務費・・一………1億9，0綴万穆

◎医業費・一………隻億3，035万騰

・施設費ほか一一………2，至漁7テ円

　安全な水を安定的に給水するため

水質管理鍾びに浄水施設の保等管理

の強化に努めます。今年度は松難簡

易水道で醗水池の増設工事を行いま

す。また、下水道事業に対応した本

支管の布設工事も行います。

《歳　入》　　　2億3，三70万円

・使嗣料、手数料…　蓬億0，2綴万円

・麟鷹支餓金・・……一e・・1，57倉万円

優繰入金………一・……匡4簿245万円

象町縫………一…『…一6，8⑳万円

◆繰越金ほか……一・一・一3難万羅

《歳　綴》　　　2億3，三70万円

・簡易承道施設費…三億8，607万円

・公債費…………・一…γ4，382万穆

・予備費一一……一・一玉80万円

鍔一下水道事業
…

老人保健ギ

　町の高齢者人環はその構成割合が

35％に達し、察i勾でも簸も高い害彗合

となっています。老人贋療受給対象

者数も年々増加し、それに伴い医療

費も増撫しています。健康づくりや

各種検診を推進し、医療費の適正化

と籔減を進めて行きます。

《歳　入》　　　6億0，4三3万円

・支払基金交付金…4億2，欝9万鍔

・麟庫支畠金………1億2，鴛1万円

・祭支畠金………………3シ030万円

◎繰入金ほか一一一・・3，ユ22万円

《歳出》　　6億○，駐3万円
・医療諸費…一・…・6億9，3勝万円

量総務費ほか……………一・・92万円

　今年3月に松之由浄化センターが

完成しました，松之山・湯山・湯本

（下湯）集落では宅地内排水工事が

進められ、供馬が開始されます。天

水島集落では本管布設工事が進めら

れ、本年度はおおむね完了します。

《歳　入》　　　4億8，800万円

・分撞金及び負撞金……2，鐙3万円

・使薦料及び手数料一曾一1，283万円

・圏庫支串金………i億5，00¢万鍔

禦票支出金…一・・……一・…・63万緯

・繰入金……………／億4，631万円

・町債………………1億5，700万円

・繰越金ほか……一一……・20万円

《歳繊》　　　4億8，800万円

・下水道事業費一4億4，728万円

・公優費一一…………・一4，052万円

毒予備費……一……一・一…20万円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ー
町
長
を
囲
む
会
…
、

地
域
懇
談
会
開
催

　
騎
影
ハ
を
照
一
む
点
然
ー
－
地
域
懇
談
会
が
、

獺
鍔
二
十
…
…
．
欝
か
ら
煮
月
九
賑
ま
で

購
内
九
会
場
で
驕
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
懇
炎
会
は
購
鋭
の
み
な

さ
ん
か
ら
町
政
に
対
し
、
ご
意
見
な

ど
を
闘
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
昨

葎
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
佐
藤
判
拳
購

長
が
新
無
度
の
町
予
算
宝
主
要
事
業

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
参
撫
い
た

だ
い
た
町
畏
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談

に
移
り
象
し
た
。

　
町
昆
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
地
域

の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
や
町
が
取
り

維
ん
で
い
る
下
承
道
事
業
、
ま
た
不

筏
地
主
の
土
地
問
題
な
ど
に
つ
い
て

意
箆
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
町
幾
の
み
な
さ

ん
と
の
懇
談
会
を
計
爾
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
購
政

へ
の
ご
意
箆
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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籔
泌
澱
騨
鋤
蟹
羅
鞠
麟

脚
貴
帯
が
避
難
　
国
道
は
蝋
時
通
行
止
め

　
繭
月
八
繊
の
午
蔚
囎
鱒
ご
ろ
、
翻

道
三
鷺
三
弩
の
小
谷
地
内
で
地
滑
り

が
発
盗
し
ま
し
た
。
こ
の
地
滑
り
で

斜
繭
の
土
砂
の
一
部
が
麟
道
を
埋
め

た
た
め
、
遵
驚
は
｝
蒔
全
衝
通
行
止

め
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
滑
り
が
発
焦
し
た
場
漸
は
、
昨

隼
秋
に
麗
通
し
た
小
谷
バ
イ
パ
ス
か

ら
松
之
慮
に
晦
か
っ
た
小
谷
集
落
の

入
撚
付
近
。
地
滑
り
の
編
模
は
編
八

十
メ
童
ト
ル
、
蕎
さ
五
牽
メ
輩
ト
ル
、

深
さ
十
メ
套
ト
ル
で
土
砂
の
量
は
二

万
九
千
立
方
メ
…
ト
ル
に
も
上
り
ま

し
た
．
こ
の
地
滑
り
の
た
め
、
近
く

の
相
沢
蕉
平
さ
ん
篭
滋
遷
難
勧
魯
が

出
さ
れ
一
家
は
選
難
し
ま
し
た
。

　
今
鰍
の
地
滑
り
発
焦
の
漂
麹
は
、

麟
獄
ま
で
降
り
続
い
た
爾
と
蟹
解
け

水
で
地
盤
が
緩
ん
だ
た
め
と
み
ら
れ

て
い
蒙
す
．

　
全
鋤
通
行
瓶
め
と
な
っ
て
い
た
網

道
は
、
職
圏
道
を
利
粥
し
て
迂
鰻
踏

が
造
ら
れ
、
鱈
月
牽
八
黛
の
午
後
烈

時
に
片
傭
交
互
通
行
が
可
能
と
な
9

全
藤
通
行
慮
め
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
購
に
は
地
滑
り
の
発
盤
が
予
想

さ
れ
る
危
陰
籔
域
が
多
く
、
そ
の
鑑

域
を
巡
視
す
る
地
滑
り
巡
禰
興
が
九

名
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
巡
襖
翼
の
業
務
は
危
険
区
域
を
巡

視
し
、
地
滑
り
や
地
劉
れ
の
発
箆
、

地
滑
り
防
距
施
認
設
の
亀
裂
や
撰
蕩
籔

噌弘

．
鍵
、

秘藍

蝿
、
粘騨

斯
の
発
見
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地

滑
り
防
止
の
た
め
に
は
璽
要
な
仕
箏

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
晦
期
嚢
解
け
や
降

雨
で
地
滑
り
が
発
猛
し
や
す
く
な
り

藪
す
億
み
な
さ
ん
も
地
滑
り
な
ど
を

発
見
零
れ
た
場
愈
は
、
お
近
く
の
巡

擬
興
ま
た
は
役
場
建
設
課
ま
で
ご
運

絡
く
だ
さ
い
。

　
当
購
の
地
滑
り
巡
視
蝿
は
、
次
の

み
な
さ
ん
方
で
す
。
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・
両
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鑓
）

▽
小
野
塚
保
ハ
蘂
川
・
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鷺
）

▽
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（
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野
・
畢
場
）
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糎
山
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）
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）
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）
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）

園
園
團
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圏
函
國

　
　
今
ま
で
遊
ぴ
に
来
た
こ
と
は
あ
る

　
の
で
す
が
、
ま
さ
か
錘
む
こ
と
に
な

　
る
と
は
思
っ
て
も
麗
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
箆
る
こ
と
、
体
験
す
る
こ
と
が
初
め

　
て
の
こ
と
ば
か
り
で
す
．

　
　
購
任
煮
か
ら
訪
問
先
へ
連
れ
て
い

　
フ
て
も
ら
っ
た
蒋
、
山
手
線
内
の
街

　
が
そ
れ
ぞ
れ
に
雰
翻
無
が
違
い
、
そ

　
こ
紀
集
ま
る
人
も
質
も
違
う
こ
と
に

　
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
の

　
　
秋
葉
原
の
電
餓
街
、
銀
座
の
蕩
級

　
繁
華
街
、
霞
が
関
の
窟
庁
街
、
丸
の

　
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
、
そ
し
て
神
田
の

　
学
盈
街
と
そ
れ
ぞ
れ
街
の
も
つ
機
能

　
が
違
つ
て
い
て
、
そ
れ
は
ま
る
で
東

　
｛
駅
自
体
が
羅
ふ
八
な
一
プ
パ
ー
ト
で
そ
れ

　
ぞ
れ
の
街
は
そ
の
中
の
専
門
癒
の
よ

　
う
で
す
．

　
　
そ
し
て
専
門
旛
化
す
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
、
粟
釈
中
い
や
田
本
中
の
要
求

　
を
満
た
し
て
い
る
の
で
す
．

　
　
地
下
鉄
は
、
山
拳
線
内
を
蜘
蛛
の

　
厳
を
張
り
巡
ら
す
よ
う
に
走
っ
て
い

　
豪
す
、
　
｛
実
は
道
踏
の
下
を
定
っ
て

　
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
…
…
）

　
こ
の
乗
り
方
を
覚
え
る
と
ず
い
ぶ
ん

　
楽
だ
と
い
う
の
で
す
が
、
い
濠
だ
勉
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強
中
で
す
．

　
た
だ
、
｝
駅
く
ら
い
の
距
離
な
ら

歩
い
て
散
策
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
．
そ
の
街
の
景
蝕
や
漂
う
雰
囲

鼠
、
そ
こ
に
築
ま
る
人
た
ち
を
観
察

し
な
が
ら
歩
く
と
結
構
楽
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
少
な
い
休
鷺
の
申
で
、

慌
た
だ
し
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な

す
族
行
し
か
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
駅
か
ら
駅
ま
で
が

一
キ
買
足
ら
ず
だ
と
は
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
至
る
醗
に

交
通
機
関
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
塞

す
の
で
、
疲
れ
た
ら
い
つ
で
も
電
車

に
乗
れ
ま
す
。

　
初
心
暫
の
騒
で
箆
て
闘
い
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
岡
聴
進
行
で

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
仕
事
も
一
盤
懸
命
鷺
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
藪
す
ゆ

　
　
　
　
　
　
東
蒙
纂
務
勝
　
保
坂

　
　
　
　
　
“
撃

fヂご

島
¢

鋼

5



滝沢瓢美
（松之山・木入場〉

」

・礁

福原真知子
く天水越・桶屋）

糊
灘
、
麟

　
　
博
蝉

燃
　
、

蜜
　
ζ
L
叛

護　，鵜灘　 訳

　繍懲
、議辮

小見さとみ
（黒倉・達長〉

灘
浦

巌

小野塚智葵
（湯寅・箏慶〉

本出　健
（田変立・下嚢桑）

覆雛
講

小堺健一
（蕪浦霞・ぎえん）

〉鹸醐時

療鱒1

歳

村山宏美
（松之山・はば）

　鰍・欝瀧
　醸

擁碍
、』鰍

就
　
驚
　
撒
　
漆

門
今
’
ご
隻
き
毒
ー
・

　
ま
ぬ
ヤ
ヤ
ゑ
れ

鮮
㎜
薄
発
鰻
笹
癖

㎜
　
　
　
醗
・

天
越

　
　
　
轟
一

　
　
　
轟

　
　
　
鞭

曙
璽

鰭西

》

空

姦

霧鴛

　
二
全
｛
露
紀
．
麹
訪
3
マ
秘

巻
摩
牽
較
戯
購
　
　
妻
山
　
嬬
　
繕

黛
、

難，

高橋健太
〈松之邸江戸屋〉

灘

灘鰹“

懸

灘
．
講

本由夏茅
（霞変立・しなん木）

蝋

轟 ．
難　
欝

中島　良
〈水梨・実増屋〉

　鷺あおりL（浦鋤留生）

小見祥茅
（中原・原）

小野塚薩茅
（松之凄・疋野屋〉

難

大見真理子
（丁籔池・上段）

雛

訟

福原締一
（炎水越・弥勘〉

、鱗、、

璽野美香手
（上籔池・薪犠）

小野塚輿弓
（上鰯池・嘉六）

小野塚咲江
（策蝶・坂本〉

醐懸縫

対由和典
（湯本・橿建屋〉

7

総

津端幸茅
（光間・金塚）

佐藤和世
（天水越・蒲照屋〉

慧、
議

灘
、

、醐

村寅松男
（松之出・土橋）

、嚢

　
　
驚
　
蒜

藤

麟

涌井信子
（五十手平・新屋敷〉

佐藤陽子
（災水越・中段〉

　　西　♂＾

出岸友和
（新康・天上療〉

心
新
た
に
2
0
歳

　
五
月
三
賛
、
平
成
九
年
町
成
人
式
が
唐
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
三
十
九
名
の
新
成
人
が
式
典
に
鍍
席
し

ま
し
た
．
式
典
で
は
佐
藤
利
毒
町
長
の
式
辞
、
新
成
人
を

代
蓑
し
て
編
原
純
｝
さ
ん
（
天
水
越
〉
が
答
醇
を
述
べ
ま

し
た
、
、

　
参
撫
者
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
も
は
ず
み
、
会
場
は

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
．
．
式
典
に
出
席

し
た
新
成
人
を
紹
介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

相沢俊幸
（松之康・林）

滲

草村美枝子
（湯山・箪村屋）

大見裕香
（下籔池・上材〉

．
蟻　
箋
　
　
驚
小野塚英則
（東川・長太郎）

嚇

の
門
出

弘
）
｛
醐

豫
恥
哩
劇

3
　

〈

’ 高橋憩湖
（天水島・助甚〉

小野塚尚子
（天水島・沢〉

福原　稔
（小谷・干場）

調．
繍、藍

簸 驚

樋P和彦
（松加’型」

久保霞理
（藤療・田丸屋）

高橋圭子
（湯本・伊助）

小野塚ゆきみ
（藤倉・上太濁〉

嫌

鞍施搭幸
（松之出・並木屋）

　鶴　　　　　も福原孝地1
（琳越蒲具衛）！
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翻麟灘霞騨お便りお待ちしています

みんな：の

場広

　このコーナーでは、みなさんからの

ご意見やお便りをお待ちしています．

則体の紹介や写真、絵画なども大歓迎，

締め切りは、毎月20臼です。総務課行

政係広報担当まで費6一駁31

わが家の人気者⑳浦
璃
高
砂
会
が

　
道
路
の
溝
掃
活
動

　
闘
月
十
総
、
浦
灘
老
人
ク
ラ
プ
高

砂
会
（
会
長
蕩
沢
哲
治
・
会
蝿
闘
十

二
人
）
の
十
流
人
が
浦
田
小
掌
校
繭

か
ら
浦
購
保
脊
勝
ま
で
の
闘
の
道
酪

環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
は
、
昨
奪
度
か
ら
当

町
が
警
察
庁
の
長
寿
栓
会
対
策
パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
の
指
定
を
受
け
、
轟
齢

煮
の
防
犯
活
動
や
社
会
参
加
瀬
動
な

戴

おおりん

大倫くん登場（2歳9カ月〉

　志賀幸夫・千恵峯さん長男

　　　　　（松之出・志賀屋）

　4月から保膏斯に行っている

大倫くん。最初は行くのがイヤ

で泣いたこともあったそうです。

でも、今は毎薄”バイベイ”と

手をふって元気に通っています。

　ウル・トラマンエースが好きで

保育所の散歩のとき、みんなで

歌を歌っているそうです。縫曜

霞には、お父さんにノfイク1こ乗

せてもらいます。自分のヘルメ

ットも持っているそうですゆヂ最

高に気持ちがいいようで、　とっ

ても良い顔をして彌ってきます

ヨ」とお母さん。

　保畜藪がお休みグ）ときは、寂

しがらないようにと五十子平の

おじいちゃんとおばあちゃんの

家に遊びに行くそうです。そん

な心がやさしくて、格好いい志

賀家の人気者です。

【お母さんから一善1素直でや

さしい、みんなに好かれるよう

な子供になってほしいです。

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

…
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
紹
は
安
塚
警
察
署
の
羅
生
活

安
全
諜
長
も
参
加
、
歩
道
の
清
掃
や

除
雪
、
交
通
標
識
の
清
掃
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
溝
掃
が
始
ま
る
と
小

学
校
の
兇
童
た
ち
か
ら
、
　
燭
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
旛
と
感
謝
の
灘
葉

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
誉
の
全
團
交
通
安
全
運
動
期
間
中

で
も
あ
り
、
蕩
砂
会
の
み
な
さ
ん
は

溝
掃
活
動
を
通
し
て
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
．

松
之
山
保
育
所
で

交
通
安
全
教
室

　
闘
月
十
…
研
、
松
之
由
保
脊
所
で

圏
兇
た
ち
の
交
通
安
全
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
保
葎
所
で
松
之
山
駐
在
所

の
高
野
巡
奄
部
長
か
ら
『
道
蕗
で
は

遊
ぱ
な
い
こ
と
隔
　
『
歩
く
と
き
は
、

お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
こ

と
隔
な
ど
の
交
通
安
全
の
お
語
の
後
、

松
之
由
交
差
点
で
横
断
歩
道
の
指
樽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
断
歩
道
で
は
夢
を
あ
げ
て
「
右

見
て
、
左
見
て
、
ま
た
薦
見
て
し
と

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
嘗
り
な
が

っ
元
気
よ
く
横
懸
し
て
い
ま
し
た
、

　
教
室
の
最
後
は
、
保
青
断
前
で
蕎

野
さ
ん
か
ら
パ
ト
カ
ー
の
話
を
聞
い

た
り
、
ま
た
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
と

楽
し
い
交
通
安
全
教
室
で
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
の
事
業
説
明
会

　
圏
月
八
鷺
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
シ

ル
バ
ー
人
耕
ゼ
ン
タ
ー
の
事
業
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
の
シ
ル
バ
…
人
紡
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
の
鞭
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
往
、
余
鰻
の
暮
集
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
に
二
十

六
人
か
ら
茄
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
鷺
は
、
十
欝
町
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
懸
村
周
長
か
ら
、

運
蛍
…
状
況
や
就
業
に
伴
う
配
分
金
の

振
込
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
蕩

隼
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大
に
よ
り

生
き
が
い
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
高
黛
齢
者
の
み

な
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
知
識
・
経
験
・

技
能
を
活
糀
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
町
縫
会
福
祉
協
議
会
へ

8

『
い
こ
い
の
場
」
は

今
年
も
大
盛
況

　
冬
期
間
、
お
隼
寄
り
の
み
な
さ
ん

か
ら
翻
作
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
滋

ン
な
ど
に
参
龍
い
た
だ
く
こ
と
で
、

明
る
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
酒
を
送

っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
戦
い

こ
い
の
場
漏
が
今
無
も
購
内
三
十
九

会
場
で
闘
催
さ
れ
、
麺
べ
六
｝
○
人

の
参
撫
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
月
十
三
繊
、
今
隼
最
後
の
い
こ

い
の
場
が
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ウ
湯
の
由
を

会
場
に
調
催
さ
れ
、
上
・
下
川
手
地

鑑
の
み
な
さ
ん
鷺
牽
黒
人
が
参
瀦
し

ま
し
た
。
会
場
は
ナ
ス
テ
ビ
ヱ
ウ
湯

、

の
山
さ
ん
か
ら
、
い
こ
い
の
場
の
開

催
の
た
め
に
無
料
闘
敬
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
劇
作
活
動
で
七
鰹
焼
と

手
讐
が
行
わ
れ
、
参
獺
者
は
熱
心
に

創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
、

ま
た
、
峯
後
か
ら
は
松
代
購
禰
鶴
往

住
の
美
濃
和
英
さ
ん
の
「
川
柳
が
語

る
ー
彰
い
の
鷺
童
ご
と
題
し
て
講
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
巻
い
を
テ
ー
マ
に
し
た

川
柳
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
、
濠
た

そ
の
内
容
も
解
説
さ
れ
ま
し
た
．
お

焦
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
、
美
濃
和
さ

ん
の
楽
し
い
解
説
の
た
び
に
笑
っ
た

り
、
う
な
ず
6
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
宇
野
千
代
さ
ん
の
名
語
録

も
紹
介
さ
れ
、
　
「
人
間
は
ま
ず
心
。

健
康
で
長
生
き
し
た
い
方
は
心
の
持

ち
方
が
大
纂
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
句

細
流
の
長
閑
な
音
に
狩
ち
て
お
り

園
児
等
は
道
の
辺
に
土
筆
摘
む

　
　
　
　
　
　
天
水
越
（
林
　
）

リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
毎
田
春
を
待
つ

春
の
賓
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
読
み
ふ
け
る

　
　
　
　
　
　
天
水
越
（
中
　
段
）

短
歌

お食事

ご利鶏ください

大
厳
寺
高
原
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
！

佐
藤
多
美
女

「

佐
藤
　
翠
子

ジ白宿

キャンプ

希
望
館
は
土
・
日
・
祝
旧
の
昼
食
が

　
　
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
と

　
　
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
に

　
照
月
二
十
七
田
、
大
厳
寺
商
漂
の
観
光
施
設
が
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
プ
ナ
に
囲
塞
れ
た
美
し
い
高
原
で
宿
泊
や
お
食
事
、
キ
ャ

ン
プ
は
い
か
が
で
す
か
。
希
望
館
は
土
曜
・
藏
曜
・
祝
沼
に
隈
り
、
次

の
よ
う
臓
な
り
ま
す
。
昼
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
に
、
ま
た
一
踏
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
は
食
べ
放
題
臓
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
臼
は
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。
今
年
も
大
厳
寺
高
原
の
観
光
施
設
を
ご
利
胴
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
湯
・
米
・
心
ま
つ
の
や
ま

一
敏
感
に
風
を
感
じ
る
片
票
の

　
　
　
花
に
暫
く
タ
目
の
映
ゆ
る

春
く
れ
ば
今
あ
り
あ
ま
る
雪
解
水

　
　
　
じ

　
　
　
退
け
て
ゆ
く
な
り
海
を
め
が
け
て

悼
　
相
沢
喜
恵
さ
ん

こ
の
家
の
爺
は
忽
然
黄
泉
路
ゆ
く

　
　
　
ぶ
な
の
穿
吹
の
繭
黄
の
中
を

　
　
　
　
　
　
小
　
谷
ハ
栄
　
屋
V
　
鈴
本

　
ヨ
　
　
だ

　
刀
　
桓

税
は
ま
だ
取
ら
ぬ
空
凱
に
岩
清
水

こ
の
人
に
二
言
許
し
て
事
お
わ
り

ほ
く
ほ
く
の
は
ず
か
し
が
弓
や
す
ぐ
も
ぐ
η

　
　
　
　
　
　
黒
倉
二
枚
園
）
　
草
村

柳
友
作
贔
紹
介

婚
約
者
決
ま
っ
て
か
ら
の
親
思
い

来
て
あ
げ
た
も
ろ
う
て
や
っ
た
夫
婦
で
す

て
っ
ぺ
ん
の
柿
の
陽
当
た
り
風
当
た
り

俊
騨

正
孝

籾
　
松

“
戸
井
田

良
　
子

アヤメ
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翻麟灘霞騨お便りお待ちしています

みんな：の

場広

　このコーナーでは、みなさんからの

ご意見やお便りをお待ちしています．

則体の紹介や写真、絵画なども大歓迎，

締め切りは、毎月20臼です。総務課行

政係広報担当まで費6一駁31

わが家の人気者⑳浦
璃
高
砂
会
が

　
道
路
の
溝
掃
活
動

　
闘
月
十
総
、
浦
灘
老
人
ク
ラ
プ
高

砂
会
（
会
長
蕩
沢
哲
治
・
会
蝿
闘
十

二
人
）
の
十
流
人
が
浦
田
小
掌
校
繭

か
ら
浦
購
保
脊
勝
ま
で
の
闘
の
道
酪

環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
は
、
昨
奪
度
か
ら
当

町
が
警
察
庁
の
長
寿
栓
会
対
策
パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
の
指
定
を
受
け
、
轟
齢

煮
の
防
犯
活
動
や
社
会
参
加
瀬
動
な

戴

おおりん

大倫くん登場（2歳9カ月〉

　志賀幸夫・千恵峯さん長男

　　　　　（松之出・志賀屋）

　4月から保膏斯に行っている

大倫くん。最初は行くのがイヤ

で泣いたこともあったそうです。

でも、今は毎薄”バイベイ”と

手をふって元気に通っています。

　ウル・トラマンエースが好きで

保育所の散歩のとき、みんなで

歌を歌っているそうです。縫曜

霞には、お父さんにノfイク1こ乗

せてもらいます。自分のヘルメ

ットも持っているそうですゆヂ最

高に気持ちがいいようで、　とっ

ても良い顔をして彌ってきます

ヨ」とお母さん。

　保畜藪がお休みグ）ときは、寂

しがらないようにと五十子平の

おじいちゃんとおばあちゃんの

家に遊びに行くそうです。そん

な心がやさしくて、格好いい志

賀家の人気者です。

【お母さんから一善1素直でや

さしい、みんなに好かれるよう

な子供になってほしいです。

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

…
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
紹
は
安
塚
警
察
署
の
羅
生
活

安
全
諜
長
も
参
加
、
歩
道
の
清
掃
や

除
雪
、
交
通
標
識
の
清
掃
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
溝
掃
が
始
ま
る
と
小

学
校
の
兇
童
た
ち
か
ら
、
　
燭
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
旛
と
感
謝
の
灘
葉

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
誉
の
全
團
交
通
安
全
運
動
期
間
中

で
も
あ
り
、
蕩
砂
会
の
み
な
さ
ん
は

溝
掃
活
動
を
通
し
て
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
．

松
之
山
保
育
所
で

交
通
安
全
教
室

　
闘
月
十
…
研
、
松
之
由
保
脊
所
で

圏
兇
た
ち
の
交
通
安
全
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
保
葎
所
で
松
之
山
駐
在
所

の
高
野
巡
奄
部
長
か
ら
『
道
蕗
で
は

遊
ぱ
な
い
こ
と
隔
　
『
歩
く
と
き
は
、

お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
こ

と
隔
な
ど
の
交
通
安
全
の
お
語
の
後
、

松
之
由
交
差
点
で
横
断
歩
道
の
指
樽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
断
歩
道
で
は
夢
を
あ
げ
て
「
右

見
て
、
左
見
て
、
ま
た
薦
見
て
し
と

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
嘗
り
な
が

っ
元
気
よ
く
横
懸
し
て
い
ま
し
た
、

　
教
室
の
最
後
は
、
保
青
断
前
で
蕎

野
さ
ん
か
ら
パ
ト
カ
ー
の
話
を
聞
い

た
り
、
ま
た
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
と

楽
し
い
交
通
安
全
教
室
で
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
の
事
業
説
明
会

　
圏
月
八
鷺
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
シ

ル
バ
ー
人
耕
ゼ
ン
タ
ー
の
事
業
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
の
シ
ル
バ
…
人
紡
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
の
鞭
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
往
、
余
鰻
の
暮
集
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
に
二
十

六
人
か
ら
茄
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
鷺
は
、
十
欝
町
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
懸
村
周
長
か
ら
、

運
蛍
…
状
況
や
就
業
に
伴
う
配
分
金
の

振
込
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
蕩

隼
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大
に
よ
り

生
き
が
い
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
高
黛
齢
者
の
み

な
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
知
識
・
経
験
・

技
能
を
活
糀
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
町
縫
会
福
祉
協
議
会
へ

8

『
い
こ
い
の
場
」
は

今
年
も
大
盛
況

　
冬
期
間
、
お
隼
寄
り
の
み
な
さ
ん

か
ら
翻
作
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
滋

ン
な
ど
に
参
龍
い
た
だ
く
こ
と
で
、

明
る
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
酒
を
送

っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
戦
い

こ
い
の
場
漏
が
今
無
も
購
内
三
十
九

会
場
で
闘
催
さ
れ
、
麺
べ
六
｝
○
人

の
参
撫
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
月
十
三
繊
、
今
隼
最
後
の
い
こ

い
の
場
が
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ウ
湯
の
由
を

会
場
に
調
催
さ
れ
、
上
・
下
川
手
地

鑑
の
み
な
さ
ん
鷺
牽
黒
人
が
参
瀦
し

ま
し
た
。
会
場
は
ナ
ス
テ
ビ
ヱ
ウ
湯

、

の
山
さ
ん
か
ら
、
い
こ
い
の
場
の
開

催
の
た
め
に
無
料
闘
敬
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
劇
作
活
動
で
七
鰹
焼
と

手
讐
が
行
わ
れ
、
参
獺
者
は
熱
心
に

創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
、

ま
た
、
峯
後
か
ら
は
松
代
購
禰
鶴
往

住
の
美
濃
和
英
さ
ん
の
「
川
柳
が
語

る
ー
彰
い
の
鷺
童
ご
と
題
し
て
講
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
巻
い
を
テ
ー
マ
に
し
た

川
柳
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
、
濠
た

そ
の
内
容
も
解
説
さ
れ
ま
し
た
．
お

焦
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
、
美
濃
和
さ

ん
の
楽
し
い
解
説
の
た
び
に
笑
っ
た

り
、
う
な
ず
6
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
宇
野
千
代
さ
ん
の
名
語
録

も
紹
介
さ
れ
、
　
「
人
間
は
ま
ず
心
。

健
康
で
長
生
き
し
た
い
方
は
心
の
持

ち
方
が
大
纂
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
句

細
流
の
長
閑
な
音
に
狩
ち
て
お
り

園
児
等
は
道
の
辺
に
土
筆
摘
む

　
　
　
　
　
　
天
水
越
（
林
　
）

リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
毎
田
春
を
待
つ

春
の
賓
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
読
み
ふ
け
る

　
　
　
　
　
　
天
水
越
（
中
　
段
）

短
歌

お食事

ご利鶏ください

大
厳
寺
高
原
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
！

佐
藤
多
美
女

「

佐
藤
　
翠
子

ジ白宿

キャンプ

希
望
館
は
土
・
日
・
祝
旧
の
昼
食
が

　
　
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
と

　
　
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
に

　
照
月
二
十
七
田
、
大
厳
寺
商
漂
の
観
光
施
設
が
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
プ
ナ
に
囲
塞
れ
た
美
し
い
高
原
で
宿
泊
や
お
食
事
、
キ
ャ

ン
プ
は
い
か
が
で
す
か
。
希
望
館
は
土
曜
・
藏
曜
・
祝
沼
に
隈
り
、
次

の
よ
う
臓
な
り
ま
す
。
昼
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
に
、
ま
た
一
踏
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
は
食
べ
放
題
臓
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
臼
は
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。
今
年
も
大
厳
寺
高
原
の
観
光
施
設
を
ご
利
胴
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
湯
・
米
・
心
ま
つ
の
や
ま

一
敏
感
に
風
を
感
じ
る
片
票
の

　
　
　
花
に
暫
く
タ
目
の
映
ゆ
る

春
く
れ
ば
今
あ
り
あ
ま
る
雪
解
水

　
　
　
じ

　
　
　
退
け
て
ゆ
く
な
り
海
を
め
が
け
て

悼
　
相
沢
喜
恵
さ
ん

こ
の
家
の
爺
は
忽
然
黄
泉
路
ゆ
く

　
　
　
ぶ
な
の
穿
吹
の
繭
黄
の
中
を

　
　
　
　
　
　
小
　
谷
ハ
栄
　
屋
V
　
鈴
本

　
ヨ
　
　
だ

　
刀
　
桓

税
は
ま
だ
取
ら
ぬ
空
凱
に
岩
清
水

こ
の
人
に
二
言
許
し
て
事
お
わ
り

ほ
く
ほ
く
の
は
ず
か
し
が
弓
や
す
ぐ
も
ぐ
η

　
　
　
　
　
　
黒
倉
二
枚
園
）
　
草
村

柳
友
作
贔
紹
介

婚
約
者
決
ま
っ
て
か
ら
の
親
思
い

来
て
あ
げ
た
も
ろ
う
て
や
っ
た
夫
婦
で
す

て
っ
ぺ
ん
の
柿
の
陽
当
た
り
風
当
た
り
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騨

正
孝

籾
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ま
お
の
話
題

小さな胸に希望がいっぱい

　浦田小学校で入学式

　
縢
鍔
七
類
、
時
購
．
、
、
つ
の
小
学
校

で
烹
鳶
韓
入
掌
式
が
費
わ
れ
、
ビ
ッ

カ
ピ
ッ
カ
の
ラ
、
．
！
ド
ゼ
ル
を
鷲
負
っ

た
、
．
駈
鶯
名
の
新
入
掌
兇
醗
が
お
母

さ
ん
と
元
．
恥
．
祷
登
校
し
ま
し
た
、

　
浦
田
小
掌
校
で
も
午
蔚
牽
蒔
三
牽

分
か
り
体
膏
館
で
式
典
が
行
わ
れ
、

今
年
は
本
山
簿
来
さ
ん
一
人
だ
け
の

入
　
式
で
し
た
。

　
式
典
で
は
、
丸
出
健
治
校
長
の
あ

い
さ
つ
や
兜
童
代
蓑
の
歓
迎
の
欝
葉

が
あ
り
家
し
た
。
そ
の
後
、
本
山
さ

ん
に
掌
校
で
使
絹
す
る
親
し
い
教
科

盤
が
授
与
さ
れ
、
小
掌
校
で
の
楽
し

い
新
盤
活
が
ス
タ
…
ト
し
ま
し
た
。

楽しい学校生活を送ろうよ

　松之幽小学校で重年生を迎える会

　
闘
月
牽
九
獄
、
松
之
山
小
学
校
で

兜
敦
会
の
錐
賛
婁
轟
会
が
憲
催
穿
る

薫
年
生
を
還
え
る
会
輪
が
楽
し
く

に
ぎ
や
か
撲
、
、
打
わ
れ
ま
し
た
．

　
ま
ず
、
婁
懸
禽
の
代
表
饗
が
鴨
楽

し
み
に
し
て
い
た
会
で
す
。
一
年
熱

と
一
緒
に
楽
し
く
ゲ
…
ム
を
し
ま
し

ょ
う
漏
と
あ
い
さ
つ
．
ゲ
…
ム
で
は
、

コ
貸
鷲
”
ド
カ
ン
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
お

瓢
ご
っ
こ
が
行
わ
れ
、
新
一
薙
盤
は

棒
欝
館
の
中
を
兀
餓
に
飛
び
團
つ
て

い
ま
し
た
。
蝦
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

贈
ら
れ
、
　
｝
年
盤
は
「
こ
れ
か
ら
も

．
緒
に
遊
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
允
蕪

よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。

　　　　飼　　いw

地域の施設の衣替えに一役

　黒倉集落民がボランティア

藤
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嘩

　
旧
松
之
樹
小
学
校
黒
倉
分
校
は
、

硯
在
「
松
之
爵
芸
術
季
節
館
」
．
　
し

て
璽
京
の
懸
体
が
硫
修
施
設
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
　
罫
こ
の
施

設
の
塗
葵
黒
萎
が
行
わ
れ
蜜
す
．

　
鰻
揖
鰭
一
十
穴
繕
、
塗
憲
籔
薫
郵
を
却
嗣

に
黒
禽
集
落
の
み
．
さ
ん
が
参
繍
し

て
建
物
の
壁
板
な
ど
の
汚
れ
．
欝
と
し

作
粟
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
作
業
は
特

殊
な
タ
ワ
シ
を
使
っ
て
行
わ
れ
、
参

擁
し
た
み
な
さ
ん
は
汚
れ
で
真
っ
黒

に
な
り
な
が
ら
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
べ
…
ジ
訊
色
に
波
模
様
と
一
新
す

る
施
設
は
、
五
月
下
旬
に
は
衣
替
え

が
終
わ
り
お
目
冤
え
し
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
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灘
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有
事
に
備
え
て

　
　
　
　
消
防
訓
練

　
縢
月
六
磁
、
　
松
之
由
…
分
惚
還
翫
［
と
町

消
防
隣
に
よ
る
濾
防
講
練
が
黒
倉
の

葵
術
季
節
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
懸
の
酬
練
は
、
町
の
溝
防
が

十
鷺
町
地
域
広
域
消
防
に
変
わ
つ
て

か
ら
籾
め
て
の
譲
練
と
な
り
ま
し
た
．

午
麟
九
時
、
　
螺
術
季
節
館
か
ら
火
災

発
盆
し
た
と
い
う
想
．
罵
で
調
練
が
踊

娘
。
松
之
山
分
選
所
と
第
一
機
動
隊

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
動
ゆ
地

元
の
第
照
分
懸
第
一
班
も
串
勤
し
、

各
隊
は
機
敏
な
勤
作
で
放
水
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
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ら
の
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節
は
、
繋
熟
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乾

燥
し
火
災
の
発
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ゃ
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餓
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混
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懸
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熱
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績
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　　町保健センター・在宅介護支援センターの竣工式
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た
．
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が
必
要
で
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こ
と
か
ら
、
．
」

れ
ら
を
総
合
的
に
行
う
拠
点
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
心

　
式
典
の
中
で
、
佐
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穂
幸
町
擬
は

融
長
寿
祉
金
を
迎
え
、
ま
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健
康
が

第
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で
す
．
そ
の
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め
に
鷹
療
・
保

健
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祉
が
一
捧
と
な
っ
た
行
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を

進
め
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行
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い
。
こ
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設
を
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に
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し
、
ま
た
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ん
方
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幸
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嶺
つ
な

が
る
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う
に
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っ
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行
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い
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お
礼
の
誘
葉
を
述
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憲
し
た
。

　
そ
の
後
、
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設
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経
過
報
魯
と
来

蜜
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祝
辞
、
工
事
関
係
者
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の
感
謝

磁

状
贈
盤
も
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
罠
の

み
な
さ
ん
の
懲
薫
的
濡
動
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
健
康
掘
談
や
保
健
編
祉

に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
確
ご
相

談
、
ま
た
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

嬢

式典での町長のあいさつ

椴灘

松之山診療所（左）に隣接した町保健センター

気
ギ
＞

1墜にある介護機器蒲一ナー
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葉
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。
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．
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）

8
位
一
蕩
橋
墨
美
（
松
之
寅
中
）
1
0

位
”
小
野
塚
輿
葵
（
松
之
山
中
）
難

位
U
商
波
朋
美
（
松
之
寅
中
〉
捻
位
一

滝
沢
あ
ゆ
み
（
松
之
由
中
）
捻
位
け

彬
沢
翼
磁
美
（
松
之
山
中
）
　
《
中
掌
㎜

女
子
1
年
5
㎞
》
1
位
“
飯
懸
知
実
㎜

（
牧
ジ
溝
ニ
ア
レ
ー
サ
ー
ズ
〉
《
小
掌

男
葦
6
年
5
蜘
》
王
位
“
濁
谷
憩
樹

（
松
代
小
）
5
位
一
趨
橋
知
章
（
松
…

璽
小
〉
7
泣
一
本
山
賜
総
ハ
松
羅
小
）
㎜

捻
位
一
彬
沢
洋
平
（
松
之
由
小
）
《
小

掌
糊
子
5
年
5
㎞
》
1
位
“
小
堺
総

潤
（
松
代
小
）
m
位
“
相
沢
達
也
（
松

之
由
小
）
　
《
小
学
女
子
6
年
3
㎞
》

ま
位
口
闘
谷
鱒
擬
（
松
代
小
）
2
位
け

畢
川
翼
融
蘂
（
松
之
由
小
〉
3
燈
置

松
沢
優
美
（
松
之
由
小
）
7
位
”
佐

藤
恵
蔓
（
松
臆
小
）
　
《
小
学
女
子
5

葎
3
㎞
》
漂
撹
一
乱
由
彩
子
（
津
南

J
R
C
）

医療・保健・福祉の総合拠点へ
　　町保健センター・在宅介護支援センターの竣工式

　
照
趨
三
十
総
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
。

荏
塞
介
護
支
援
セ
ン
タ
…
の
竣
工
式

が
保
健
セ
ン
タ
…
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
過
疎
と

、
陶
齢
化
が
急
激
に
進
む
中
で
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
化
と

充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
．
」

れ
ら
を
総
合
的
に
行
う
拠
点
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
心

　
式
典
の
中
で
、
佐
藤
穂
幸
町
擬
は

融
長
寿
祉
金
を
迎
え
、
ま
ず
健
康
が

第
一
で
す
．
そ
の
た
め
に
鷹
療
・
保

健
・
禰
祉
が
一
捧
と
な
っ
た
行
政
を

進
め
て
行
き
た
い
。
こ
の
施
設
を
袴

効
に
濡
購
し
、
ま
た
内
容
を
充
実
し

住
幾
の
み
な
さ
ん
方
の
幸
せ
嶺
つ
な

が
る
よ
う
に
持
っ
て
行
き
孟
い
臨
と

お
礼
の
誘
葉
を
述
べ
憲
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
設
の
経
過
報
魯
と
来

蜜
の
祝
辞
、
工
事
関
係
者
へ
の
感
謝

磁

状
贈
盤
も
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
罠
の

み
な
さ
ん
の
懲
薫
的
濡
動
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
健
康
掘
談
や
保
健
編
祉

に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
確
ご
相

談
、
ま
た
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

嬢

式典での町長のあいさつ

椴灘

松之山診療所（左）に隣接した町保健センター

気
ギ
＞

1墜にある介護機器蒲一ナー

μ
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・
湯

純εゆ諺
ゆとりくん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
コ

事
業
内
容
詔

皿
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
！
，
ー
ー
　
　
　
　
ー
t
ー
ー
ー

㎜
ニ
コ
ニ
識
教
室
　
　
　
㎜

r
　
　
三
ー
ー
…
…
i
ー
…
i
…
i
；
…
…
ー
手
　
　
　
　
手
重
手
き
手
重
｝
手
瑞

　
5
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
簸
は
、
　
「
鵬

講
式
綜
と
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
で
す
．

▼
鰯
獲
　
5
月
2
！
欝
（
水
）

▼
時
間
　
午
蒲
g
時
～
H
蒔

▼
場
漸
　
町
畏
体
鷺
鯨

鷹肉劇

譲
愚凸

　
驚
内
の
女
牲
チ
ー
／
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

▼
期
鰻
　
5
鍔
2
2
黛
（
木
）

▼
蒔
閥
　
午
後
7
鋳
～

▼
場
所
　
鱒
幾
体
脊
館

＾
織
墨

「
、
剣
民
館
副
，
…
，
，
…
，
，
、
、
、
、
論

…
籔
鷹
卜
騰
座
輝
椿
」

　
自
磁
に
欄
性
を
熱
か
し
て
ト
ラ
イ
…

公
鼠
館
の
教
室
・
講
座
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
ご
参
簾
く
だ
さ
い
、

▼
期
環
　
5
月
2
3
欝
（
金
）

▼
聴
問
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
場
漸
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
内
容
　
講
演
会
　
斎
藤
良
子
先
生

　
　
　
　
（
新
潟
嬢
り
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

　
　
　
　
登
録
　
新
潟
購
擦
住
）

▼
対
象
蕎
　
硯
代
お
叢
じ
学
講
慶
、

　
　
　
　
成
人
実
絹
講
座
、
女
牲
ネ

　
　
　
　
ツ
ト
ワ
ー
ク
、
湯
鳥
大
学
、

　
　
　
　
生
け
花
教
窯
．
、
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
講
座
ほ
か
、
ど
な

　
　
　
　
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

周磯㈱騒劇、

□」

　
親
子
で
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
、
今
年
の
第
一
魍
は
、
葵
人
趣

で
探
鳥
会
で
す
。

▼
期
鷺
　
6
月
玉
賦
（
緯
〉

▼
蒔
聞
　
午
繭
4
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
松
鷺
　
美
入
林

田劇削

臨
圏

　
コ
ン
ピ
ュ
璽
タ
｝
の
初
歩
的
な
技

術
を
5
園
に
わ
た
り
楽
し
く
学
び
ま

す
。
講
師
は
、
清
水
雅
之
先
盈
で
す
。

▼
鰯
黛
　
6
月
2
総
（
月
）
、
．
3
残

　
　
　
　
（
木
）
、
9
鎮
（
月
）

▼
晦
賜
　
午
後
7
謄
～
9
縛

▼
場
所
　
浦
照
小
学
校

蛋
け
花
教
室
　
　
｝

芦
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
…
i
－
i
橘

　
簿
綴
熟
な
い
薇
荊
化
申
駕
ち
ょ
つ
と
す
ザ
、

き
鱒
艶
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
好
｝
評

の
生
け
花
教
品
蟹
の
ス
タ
ー
ト
で
す
．

▼
期
黛
　
6
紹
3
研
ハ
火
）

▼
時
間
　
午
後
8
時
～
憩
蒋

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

圖
圃
園
肖
目
ロ
ピ

　
畑
で
の
野
菜
裁
培
に
つ
い
て
、
お

謡
を
闘
き
ま
す
。
講
師
は
丸
山
簾
戯

先
焦
で
す
。

▼
期
雛
　
6
弩
5
線
（
木
）

▼
時
間
　
午
蔚
憩
時
30
分
～
峯
後
王

　
　
　
　
時
3
0
分

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

、
…
事
…
チ
…
…
多
｝
i
き
．
ー
ー
t
｝
」

上
越
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

｝

　
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ッ
を
楽
し
も
う

松
之
山
町
か
ら
は
、
次
の
種
目
に
出

場
し
ま
す
、

▼
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
潮
研
轄
6
月
8
購
、
会
場
鋒
リ

　
　
ー
ジ
灘
ン
プ
ラ
ザ
上
越
）

①　酌㎜｝い嚇｝　

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
朗
羅
擁
6
月
8
闘
、
会
場
彗
轡

　
海
町
町
艮
体
鷺
館
）

▼
ペ
タ
ン
ク

　
（
朗
穣
舞
6
月
蔦
鷺
、
会
場
嚢
獅

　
井
小
掌
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉

▼
錫
女
混
合
綱
引
き

　
（
期
撚
舅
6
月
絡
鷺
、
禽
場
婆
糸

　
魚
規
帯
幾
総
合
捧
欝
館
〉

陶
圓
臨
恐
繊
圏
㌧
」

　
町
内
及
バ
）
近
隣
町
村
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
愛
好
奢
が
、
2
鷺
闘
に
わ
た
り

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
韻

▼
顛
翼
　
6
月
U
揖
（
水
）
と
捻
鷺

　
　
　
　
（
木
）
の
2
漂
間

▼
蒔
間
　
午
後
7
跨
～

▼
場
断
　
町
幾
体
育
館

▼
褒
彰
　
i
～
3
位
に
賞
状
と
賞
鵡

▼
編
成
　
ー
チ
ー
ム
6
～
鴛
人

▼
購
込
み
　
松
之
山
購
公
幾
館
ま
で

　
　
　
　
6
月
5
藻
ハ
木
）
締
切
り

m
国
儲
劇
国
口
」

　
6
月
の
ニ
コ
蕊
コ
教
竃
は
、
「
散

歩
に
串
か
け
よ
う
し
で
す
．

▼
期
賦
6
月
n
醸
（
水
）

▼
時
間
　
年
萌
g
時
～
午
萌
慧
時

▼
場
所
　
町
罠
体
奮
館

’2

新
た
に
2
4
入
が

松
高
生
と
し
て
ス
タ
葦
ト

　
四
月
九
薦
、
安
塚
蕎
校
松
之
山
分

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
二

十
鱈
人
（
第
七
人
・
女
十
七
人
）
が

論渦

校
猛
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

綴
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
分
校
の
入
掌
式
は
、
昨
葎

家
で
安
塚
町
の
本
校
禽
で
本
校
生
徒

と
　
緒
械
入
学
式
を
行
っ
て
き
ま
し

た
．
し
か
し
、
今
年
度
か
ら
は
松
之

山
分
校
は
松
之
山
の
校
舎
で
独
自
に

入
学
式
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

「

い
ま
ま
で
入
掌
式
に
出
庸
で
き
な
か

っ
た
父
兄
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
磁
鷲

い
た
だ
け
る
よ
ケ
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
掌
式
は
、
隼
蔚
十
時
か
ら
校
魯

二
階
の
椀
聴
覚
室
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
紅
は
紅
臼
の
幕
が
張

ら
れ
、
新
入
生
は
来
蜜
や
保
護
蕎
の

拍
手
の
中
緊
、
張
の
灘
も
ち
で
入
場
し

ま
し
た
。

　
式
で
は
ま
ず
、
入
掌
許
可
と
し
て

新
入
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
び

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
松
村

忠
昭
校
授
が
式
辞
の
中
で
「
末
発
の

我
を
発
晃
し
、
そ
の
オ
能
を
生
か
す

努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
｝
人
ひ
と
り

が
自
ら
掌
ぶ
と
い
う
行
為
を
と
お
し

て
他
餐
と
か
か
わ
り
、
互
い
に
掌
び

合
う
と
い
う
関
係
を
露
覚
し
て
ほ
し

い
。
お
互
い
の
人
格
を
大
切
に
し
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
欝
葉
を
贈
り
ま
し
た
、

　
簸
後
に
新
入
生
を
代
表
し
て
、
佐

藤
利
昭
さ
ん
が
噸
伝
統
あ
る
松
之
山

分
校
の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
分
校
の
校
則
に
従
い
、

松
蕩
生
と
し
て
灘
張
っ
て
行
き
た
い
㎞

と
欝
い
の
欝
葉
を
述
べ
濠
し
た
。
新

入
撫
は
伝
統
あ
る
松
高
猛
と
し
て
歩
㎜

み
繊
し
ま
し
た
。

　
　
老
齢
基
礎
年
金
の

　
支
給
開
”
嬢
は
六
十
五

　
歳
で
す
。
し
か
し
、

　
六
十
五
歳
晶
削
で
も
希

　
望
…
す
れ
ば
、
六
牽
歳

　
か
ら
銀
金
を
繰
り
上

　
げ
て
講
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
．

　
　
年
金
を
繰
り
上
げ

　
て
講
求
す
る
鋳
に
は
、

　
慎
重
に
行
わ
な
い
と
、

「

知って得する年金知識
　65歳からの繰上げ請求

い
く
つ
か
の
鰯
限
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
一
生
、
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
万
｝
、
障
轡
に
な
っ
て
も
障
害
基

　
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
な
く
な
り
ま
す
。

④
特
別
支
給
の
老
齢
簾
生
年
金
（
退

　
職
拙
ハ
済
年
金
）
　
が
、
　
六
十
五
歳
ま

　
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

⑤
欝
箋
ハ
蒙
劃
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
て
い
る
人
は
、
六
十
五
歳
ま
で
ど
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受
け
う
　
．

れ
ま
せ
ん
．
　
　
　
　
　
　
㎜

⑥
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
に
就
職
し
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔑
　
　
皿

　
摩
盗
年
金
に
舶
入
し
ま
す
と
　
そ

　
の
間
、
支
給
淳
止
に
な
り
濠
す
。

　
い
っ
た
ん
講
求
す
る
と
取
り
瀬
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
講
求
は
慎
重

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
へ

　
近
所
の
商
唐
な
ど
か
ら
気
軽
に
荷

物
を
送
れ
る
毛
醗
便
．
業
餐
の
数
も

増
え
、
全
翻
の
隼
間
取
り
級
い
荷
数

は
、
十
億
綱
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
の
荷
物
が
動
い
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
蒔
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
荷
物
が
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
禽
は
撰
審
賠
嬢
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
限
度
は
業
餐
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
繭
も
つ
て
賠
償

限
度
額
を
確
認
し
、
そ
れ
を

超
え
る
蕎
価
な
も
の
を
送
る

場
合
に
は
、
宅
醗
便
で
な
く

普
通
貨
物
便
を
利
絹
し
た
り
、

鋼
に
保
険
を
か
け
た
り
す
る

方
が
賢
明
で
す
。
発
送
の
際

は
賠
償
請
求
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、

ビ

L宅配便のトラプル防止一

必
ず
荷
物
の
内
容
を
伝
票
に
明
記
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
荷
物
の
破
擬
も
損
書
賠
償
の
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
輸
送
中
の
事
故
か

そ
う
で
な
い
か
が
は
っ
き
り
し
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合

は
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
破
撰
し
た

荷
物
を
「
鑑
定
」
し
ま
す
。
萌
ら
か

に
郷
送
中
の
破
擬
と
認
め
ら
れ
れ
ば

全
額
が
賠
償
さ
れ
ま
す
が
、
確
定
で

き
な
い
場
合
は
、
修
理
代
の
み
の
賠

償
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
壊
れ

や
す
い
も
の
を
送
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
保
険
や
欄
包
方
法
に
つ
い
て

宅
醍
業
潜
に
問
い
合
わ
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
麟
け
先
の
不
鷹
に
よ
つ
て
、

荷物の賠償限度額を確かめよう家
も
あ
り
ま
サ
カ

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

い
物
や
急
ぎ
の
荷
物
を
送
る
と
き
に

は
、
送
り
先
に
あ
ら
か
じ
め
連
絡
を

入
れ
て
お
く
心
配
り
も
必
要
で
す
。

起
こ
る
ト
ラ
プ
ル
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
艦
け
先
の
お
宅
が
留
守
の

場
禽
、
宅
醗
業
者
は
不
荘
票

を
残
し
て
荷
物
を
い
っ
た
ん

持
ち
帰
り
ま
す
が
、
相
手
が

不
盗
票
に
餓
づ
か
な
か
っ
た

り
改
め
て
届
け
ら
れ
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
簸
近
は
宅
配
物
の
受
け
取

リ
ボ
ツ
ク
ス
を
設
け
て
い
る

　
　
．
昏
，
、
ま
だ
普
及
し
て

　
　
　
　
　
　
　
傷
み
や
す
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え
　
　
　
コ

事
業
内
容
詔

皿
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
！
，
ー
ー
　
　
　
　
ー
t
ー
ー
ー

㎜
ニ
コ
ニ
識
教
室
　
　
　
㎜

r
　
　
三
ー
ー
…
…
i
ー
…
i
…
i
；
…
…
ー
手
　
　
　
　
手
重
手
き
手
重
｝
手
瑞

　
5
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
簸
は
、
　
「
鵬

講
式
綜
と
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
で
す
．

▼
鰯
獲
　
5
月
2
！
欝
（
水
）

▼
時
間
　
午
蒲
g
時
～
H
蒔

▼
場
漸
　
町
畏
体
鷺
鯨

鷹肉劇

譲
愚凸

　
驚
内
の
女
牲
チ
ー
／
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

▼
期
鰻
　
5
鍔
2
2
黛
（
木
）

▼
蒔
閥
　
午
後
7
鋳
～

▼
場
所
　
鱒
幾
体
脊
館

＾
織
墨

「
、
剣
民
館
副
，
…
，
，
…
，
，
、
、
、
、
論

…
籔
鷹
卜
騰
座
輝
椿
」

　
自
磁
に
欄
性
を
熱
か
し
て
ト
ラ
イ
…

公
鼠
館
の
教
室
・
講
座
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
ご
参
簾
く
だ
さ
い
、

▼
期
環
　
5
月
2
3
欝
（
金
）

▼
聴
問
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
場
漸
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
内
容
　
講
演
会
　
斎
藤
良
子
先
生

　
　
　
　
（
新
潟
嬢
り
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

　
　
　
　
登
録
　
新
潟
購
擦
住
）

▼
対
象
蕎
　
硯
代
お
叢
じ
学
講
慶
、

　
　
　
　
成
人
実
絹
講
座
、
女
牲
ネ

　
　
　
　
ツ
ト
ワ
ー
ク
、
湯
鳥
大
学
、

　
　
　
　
生
け
花
教
窯
．
、
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
講
座
ほ
か
、
ど
な

　
　
　
　
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

周磯㈱騒劇、

□」

　
親
子
で
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
、
今
年
の
第
一
魍
は
、
葵
人
趣

で
探
鳥
会
で
す
。

▼
期
鷺
　
6
月
玉
賦
（
緯
〉

▼
蒔
聞
　
午
繭
4
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
松
鷺
　
美
入
林

田劇削

臨
圏

　
コ
ン
ピ
ュ
璽
タ
｝
の
初
歩
的
な
技

術
を
5
園
に
わ
た
り
楽
し
く
学
び
ま

す
。
講
師
は
、
清
水
雅
之
先
盈
で
す
。

▼
鰯
黛
　
6
月
2
総
（
月
）
、
．
3
残

　
　
　
　
（
木
）
、
9
鎮
（
月
）

▼
晦
賜
　
午
後
7
謄
～
9
縛

▼
場
所
　
浦
照
小
学
校

蛋
け
花
教
室
　
　
｝

芦
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
…
i
－
i
橘

　
簿
綴
熟
な
い
薇
荊
化
申
駕
ち
ょ
つ
と
す
ザ
、

き
鱒
艶
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
好
｝
評

の
生
け
花
教
品
蟹
の
ス
タ
ー
ト
で
す
．

▼
期
黛
　
6
紹
3
研
ハ
火
）

▼
時
間
　
午
後
8
時
～
憩
蒋

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

圖
圃
園
肖
目
ロ
ピ

　
畑
で
の
野
菜
裁
培
に
つ
い
て
、
お

謡
を
闘
き
ま
す
。
講
師
は
丸
山
簾
戯

先
焦
で
す
。

▼
期
雛
　
6
弩
5
線
（
木
）

▼
時
間
　
午
蔚
憩
時
30
分
～
峯
後
王

　
　
　
　
時
3
0
分

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

、
…
事
…
チ
…
…
多
｝
i
き
．
ー
ー
t
｝
」

上
越
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

｝

　
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ッ
を
楽
し
も
う

松
之
山
町
か
ら
は
、
次
の
種
目
に
出

場
し
ま
す
、

▼
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
潮
研
轄
6
月
8
購
、
会
場
鋒
リ

　
　
ー
ジ
灘
ン
プ
ラ
ザ
上
越
）

①　酌㎜｝い嚇｝　

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
朗
羅
擁
6
月
8
闘
、
会
場
彗
轡

　
海
町
町
艮
体
鷺
館
）

▼
ペ
タ
ン
ク

　
（
朗
穣
舞
6
月
蔦
鷺
、
会
場
嚢
獅

　
井
小
掌
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉

▼
錫
女
混
合
綱
引
き

　
（
期
撚
舅
6
月
絡
鷺
、
禽
場
婆
糸

　
魚
規
帯
幾
総
合
捧
欝
館
〉

陶
圓
臨
恐
繊
圏
㌧
」

　
町
内
及
バ
）
近
隣
町
村
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
愛
好
奢
が
、
2
鷺
闘
に
わ
た
り

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
韻

▼
顛
翼
　
6
月
U
揖
（
水
）
と
捻
鷺

　
　
　
　
（
木
）
の
2
漂
間

▼
蒔
間
　
午
後
7
跨
～

▼
場
断
　
町
幾
体
育
館

▼
褒
彰
　
i
～
3
位
に
賞
状
と
賞
鵡

▼
編
成
　
ー
チ
ー
ム
6
～
鴛
人

▼
購
込
み
　
松
之
山
購
公
幾
館
ま
で

　
　
　
　
6
月
5
藻
ハ
木
）
締
切
り

m
国
儲
劇
国
口
」

　
6
月
の
ニ
コ
蕊
コ
教
竃
は
、
「
散

歩
に
串
か
け
よ
う
し
で
す
．

▼
期
賦
6
月
n
醸
（
水
）

▼
時
間
　
年
萌
g
時
～
午
萌
慧
時

▼
場
所
　
町
罠
体
奮
館

’2

新
た
に
2
4
入
が

松
高
生
と
し
て
ス
タ
葦
ト

　
四
月
九
薦
、
安
塚
蕎
校
松
之
山
分

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
二

十
鱈
人
（
第
七
人
・
女
十
七
人
）
が

論渦

校
猛
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

綴
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
分
校
の
入
掌
式
は
、
昨
葎

家
で
安
塚
町
の
本
校
禽
で
本
校
生
徒

と
　
緒
械
入
学
式
を
行
っ
て
き
ま
し

た
．
し
か
し
、
今
年
度
か
ら
は
松
之

山
分
校
は
松
之
山
の
校
舎
で
独
自
に

入
学
式
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

「

い
ま
ま
で
入
掌
式
に
出
庸
で
き
な
か

っ
た
父
兄
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
磁
鷲

い
た
だ
け
る
よ
ケ
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
掌
式
は
、
隼
蔚
十
時
か
ら
校
魯

二
階
の
椀
聴
覚
室
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
紅
は
紅
臼
の
幕
が
張

ら
れ
、
新
入
生
は
来
蜜
や
保
護
蕎
の

拍
手
の
中
緊
、
張
の
灘
も
ち
で
入
場
し

ま
し
た
。

　
式
で
は
ま
ず
、
入
掌
許
可
と
し
て

新
入
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
び

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
松
村

忠
昭
校
授
が
式
辞
の
中
で
「
末
発
の

我
を
発
晃
し
、
そ
の
オ
能
を
生
か
す

努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
｝
人
ひ
と
り

が
自
ら
掌
ぶ
と
い
う
行
為
を
と
お
し

て
他
餐
と
か
か
わ
り
、
互
い
に
掌
び

合
う
と
い
う
関
係
を
露
覚
し
て
ほ
し

い
。
お
互
い
の
人
格
を
大
切
に
し
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
欝
葉
を
贈
り
ま
し
た
、

　
簸
後
に
新
入
生
を
代
表
し
て
、
佐

藤
利
昭
さ
ん
が
噸
伝
統
あ
る
松
之
山

分
校
の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
分
校
の
校
則
に
従
い
、

松
蕩
生
と
し
て
灘
張
っ
て
行
き
た
い
㎞

と
欝
い
の
欝
葉
を
述
べ
濠
し
た
。
新

入
撫
は
伝
統
あ
る
松
高
猛
と
し
て
歩
㎜

み
繊
し
ま
し
た
。

　
　
老
齢
基
礎
年
金
の

　
支
給
開
”
嬢
は
六
十
五

　
歳
で
す
。
し
か
し
、

　
六
十
五
歳
晶
削
で
も
希

　
望
…
す
れ
ば
、
六
牽
歳

　
か
ら
銀
金
を
繰
り
上

　
げ
て
講
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
．

　
　
年
金
を
繰
り
上
げ

　
て
講
求
す
る
鋳
に
は
、

　
慎
重
に
行
わ
な
い
と
、

「

知って得する年金知識
　65歳からの繰上げ請求

い
く
つ
か
の
鰯
限
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
一
生
、
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
万
｝
、
障
轡
に
な
っ
て
も
障
害
基

　
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
な
く
な
り
ま
す
。

④
特
別
支
給
の
老
齢
簾
生
年
金
（
退

　
職
拙
ハ
済
年
金
）
　
が
、
　
六
十
五
歳
ま

　
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

⑤
欝
箋
ハ
蒙
劃
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
て
い
る
人
は
、
六
十
五
歳
ま
で
ど
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受
け
う
　
．

れ
ま
せ
ん
．
　
　
　
　
　
　
㎜

⑥
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
に
就
職
し
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔑
　
　
皿

　
摩
盗
年
金
に
舶
入
し
ま
す
と
　
そ

　
の
間
、
支
給
淳
止
に
な
り
濠
す
。

　
い
っ
た
ん
講
求
す
る
と
取
り
瀬
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
講
求
は
慎
重

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
へ

　
近
所
の
商
唐
な
ど
か
ら
気
軽
に
荷

物
を
送
れ
る
毛
醗
便
．
業
餐
の
数
も

増
え
、
全
翻
の
隼
間
取
り
級
い
荷
数

は
、
十
億
綱
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
の
荷
物
が
動
い
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
蒔
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
荷
物
が
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
禽
は
撰
審
賠
嬢
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
限
度
は
業
餐
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
繭
も
つ
て
賠
償

限
度
額
を
確
認
し
、
そ
れ
を

超
え
る
蕎
価
な
も
の
を
送
る

場
合
に
は
、
宅
醗
便
で
な
く

普
通
貨
物
便
を
利
絹
し
た
り
、

鋼
に
保
険
を
か
け
た
り
す
る

方
が
賢
明
で
す
。
発
送
の
際

は
賠
償
請
求
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、

ビ

L宅配便のトラプル防止一

必
ず
荷
物
の
内
容
を
伝
票
に
明
記
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
荷
物
の
破
擬
も
損
書
賠
償
の
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
輸
送
中
の
事
故
か

そ
う
で
な
い
か
が
は
っ
き
り
し
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合

は
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
破
撰
し
た

荷
物
を
「
鑑
定
」
し
ま
す
。
萌
ら
か

に
郷
送
中
の
破
擬
と
認
め
ら
れ
れ
ば

全
額
が
賠
償
さ
れ
ま
す
が
、
確
定
で

き
な
い
場
合
は
、
修
理
代
の
み
の
賠

償
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
壊
れ

や
す
い
も
の
を
送
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
保
険
や
欄
包
方
法
に
つ
い
て

宅
醍
業
潜
に
問
い
合
わ
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
麟
け
先
の
不
鷹
に
よ
つ
て
、

荷物の賠償限度額を確かめよう家
も
あ
り
ま
サ
カ

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

い
物
や
急
ぎ
の
荷
物
を
送
る
と
き
に

は
、
送
り
先
に
あ
ら
か
じ
め
連
絡
を

入
れ
て
お
く
心
配
り
も
必
要
で
す
。

起
こ
る
ト
ラ
プ
ル
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
艦
け
先
の
お
宅
が
留
守
の

場
禽
、
宅
醗
業
者
は
不
荘
票

を
残
し
て
荷
物
を
い
っ
た
ん

持
ち
帰
り
ま
す
が
、
相
手
が

不
盗
票
に
餓
づ
か
な
か
っ
た

り
改
め
て
届
け
ら
れ
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
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。
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．
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ま
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。
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ま
し
た
松
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館
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今
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度
4
月
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し
ま
し
た
。
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資
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隼
度
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で
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ま
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が
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今
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火
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翌
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．
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①
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．
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醸
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％
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縫
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瀬
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　大花火大会など
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ジンギスカンまつり

お閥い禽わせ　掻之出町観先協会費§一鵠馨

観光名刺が
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1箱憩§枚入500円

町の實伝に活爾ください

お問い合せ先　訟之出町観光協会
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‘5



1
①
の
寸
ー

お知らせ

ー
多
拳
ー
ミ

季
重
　
乏
－
手
…
i
F
ミ
ー
5
1
i
■
5
■
i
　
き
一
撃
■
モ
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髪
　
　
埼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
手
　
　
F
　
　
芝
　
重

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
総
務
諜
財
政
係

　
商
業
統
計
調
資
は
、
全
國
の
商
業

　
（
卸
売
業
・
小
売
業
）
を
含
む
す
べ

て
の
事
業
所
ハ
商
窟
）
を
対
象
と
し

て
い
る
調
奮
で
す
。

　
商
業
統
計
調
奮
蝿
が
皆
様
の
店
舗

に
偶
っ
て
、
6
月
1
研
現
梅
で
調
奄

票
の
記
入
を
お
願
い
し
、
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
調
査
票
は
後
黛
回
収
に

偲
い
ま
す
．

　
調
甕
票
の
秘
密
は
厳
重
に
嘗
ら
れ
、

統
計
作
成
以
外
の
欝
的
鷺
は
使
溺
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
調
豊
に
従

事
す
る
餐
が
職
務
上
難
り
え
た
秘
密

を
勉
に
漏
ら
す
こ
と
は
、
法
律
で
闘

く
禁
じ
ら
れ
て
お
つ
ま
す
。

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
お
手
数
で

す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ

し
く
お
顯
い
し
ま
す
。

　
商
簸
統
計
調
奮
に
つ
．
い
て
の
問
い

含
わ
せ
は
、
役
場
総
務
謙
財
政
係
ま

で
費
6
－
3
猛
3
入
5
8
）

⇔
　
　
て
　
　
　
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
岱
資
料
館
は

毎
週
火
曜
日
を
休
館
に

　
　
　
　
　
　
松
之
出
町
公
民
館

　
冬
期
闘
閉
飯
し
て
い
ま
し
た
松
之

撫
町
艮
俗
籔
料
館
は
、
今
年
度
4
月

27

照
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
鍵
俗
資
料
館
は
昨
隼
度
ま
で
夏
期

は
無
休
で
醐
館
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
無
度
か
ら
毎
週
火
曜
欝
を
休
館
麟

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

火
曜
欝
が
祝
祭
露
の
場
合
は
翌
摺
の

水
曜
霞
が
休
み
と
な
り
ま
す
．

　
畏
俗
資
料
館
の
問
い
合
わ
せ
は
、

購
公
罠
館
ま
で
　
徹
6
－
2
2
6
5

～
…
旨
…
き
一
｝
‘
…
…
旨
…
i
…
…
剛
■
ミ
、
｛
…
…
i
i
I
詣
｝
甲
i
｛
i
i
戸
き
§
｝
…
4

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
を
募
集

　
　
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア
実
行
委

　
平
成
鎗
年
に
新
潟
県
で
第
1
5
縢
全

國
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
濠
す
。
実
質
婁
貴
会
で
は
、

に
い
が
た
フ
ェ
ア
を
燭
知
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
に

携
わ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
を

公
募
し
ま
す
．

　
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
募
集
人
轟
蕪
3
名
▽
仕
事
内
容
嚢

近
隣
県
・
県
内
斎
鋤
村
等
の
表
敬
訪

問
や
各
種
醐
連
箏
業
で
の
獣
活
動
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王

募
纂
期
闘
§
平
成
9
年
4
月
照
総
～

5
擁
3
0
鷺
▽
硲
募
資
格
擁
平
成
9
年

8
月
玉
瞬
現
筏
で
、
満
蛤
歳
以
烹
の

健
康
な
女
性
（
高
校
生
は
除
く
）
▽

応
童
柑
難
類
蕪
衛
販
の
履
懸
蕪
※
全
勢

写
響
添
付
▽
応
暮
方
法
韓
応
．
弊
熱
類

を
郵
送
ま
た
は
持
藻
．
ウ
応
幕
締
切
嚢

単
成
9
年
5
月
3
0
鷺
（
金
）
必
藩

▽
応
募
・
問
い
瓜
わ
せ
先
舞
緑
化
に

い
が
た
フ
ェ
ア
実
行
婆
．
興
会
事
務
局

広
報
諜
　
新
潟
斎
新
光
町
4
…
童

新
潟
県
庁
内
鶯
0
2
5
…
2
8
5
ー

［
0
5
・
墨
－

一
！
■
誓
　

5
1
ぎ
｝
｛
｝
■
ξ
－
｝
‡
き
ー
ま
｛
■
憲
i
■
i
i
i
i
i
一
－
撃
レ
さ
■
き
…
i
i
…
i
i
…
訥
i
i
ミ

「
て
ん
か
ん
講
座
」

を
開
催
し
ま
す

　
国
立
療
養
所
酉
新
潟
中
央
病
院

　
て
ん
か
ん
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
　
讐
て
ん
か
ん
講
座
」

を
㎜
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
．

▽
揖
時
蓑
平
成
9
年
6
月
2
8
醸
（
窯
）

午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
▽
会
場
軽
筒

ー
‘
　
　
　
　
　
　
上
越
帯
灘
城
購

▽
講
纐
舞
長
谷
驚
精
｝
翻
院
長
（
園

立
療
養
欧
茜
新
潟
申
央
病
院
）
▽
演

題
彗
て
ん
か
ん
鷹
療
の
最
近
の
進
歩

▽
主
催
鋒
圏
立
療
養
斯
繭
新
潟
中
央

病
院
　
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
　
費
0

2
5
－
2
6
5
－
3
三
7
1

　　
ち　　ロし　トド

が謡i　5月の交通安全
　週li、ス4酬．． …．．を、ヤ≧察でン
1タ時纏　　　　　　　1』『－’

抹鑑交鞍全は糀かり

睡騰蝋
1た鷹耀肇熱鄭

「
週
偲
時
間
労
働
制
」

カ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
　
　
十
8
町
労
働
基
準
監
督
署

　
弔
成
9
年
4
月
三
田
か
ら
、
特
例

捲
置
対
象
肇
業
場
（
商
業
、
映
画
、

演
劇
業
、
保
健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽

叢
の
嚢
業
の
う
ち
、
健
業
興
が
鎗
人

来
満
の
規
模
の
事
業
場
）
を
除
き
、

法
定
労
働
時
問
「
週
4
0
縛
間
」
が
全

面
的
に
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
各
事

業
場
で
定
め
る
｝
週
問
の
所
．
磁
力
働

時
間
は
法
定
労
働
蒔
間
を
超
え
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
確
認
の
上
、
対

応
を
お
顯
い
し
ま
す
。

　
週
窪
0
時
間
労
鋤
翻
定
蕎
の
た
め
の

ご
活
胴
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
十
獄
町
労
働
基
準
監
督

署
謙
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
費
0
2
5
7
－
5
2
－
2
0
7
9

助
成
金
綱
慶
も
創
設
さ
れ
豪
す
の
外
＼

　　　勒　　榊　轍一榊｝鞘助

〈家庭では一…＞

◎家族みんなが交通事故を起こ

　さないよう、また遭わないよ

　う謡し・合いましょう。

＠事でのお客様にはお酒を戯さ

　ない。お瀬を出したら、車で

　蝿・さないことを響致1藪しましょう。

　
ミ
罰
｛
が
ノ

　
避

’
3
玄
（
■沸

訂

φ
入
）

　森林は、空気と水の源です。あ

なたの不涯慧が国罠共通の財産を

消滅させることにな1ります。山に

入るときは、タバコの投げ捨てな

ど絶対にしないでください。

㎜
ー
i
－
i
…
ー
…
i
！
…
…
…

高蚤営林署
火災から守って伸びる木神びる国

’4

｛
き
多
邊
…
i
i
…
i
F
F
；
き
ξ
！
5
一
き
i
i
i
…
！
曇
鼻
』
季
争

ミ
ー
重
キ
i
i
i
瑳

ご
存
じ
で
す
か

雇
用
継
続
給
付
制
度

　
　
　
　
上
越
公
共
職
業
安
定
鱗

　
覆
携
保
険
の
難
期
継
続
給
付
綱
度

に
つ
い
て
、
お
簿
ら
せ
し
ま
す
、

《
欝
兜
休
業
給
付
》

　
資
兜
休
業
醐
嬉
繍
の
翌
翼
か
ら
m

銅
以
内
に
鰯
出
が
必
要
で
す
ひ

《
蕎
鎌
齢
腰
駕
継
続
給
付
》

①
嵩
無
齢
雇
絹
継
続
基
本
給
付
金

　
　
6
脅
歳
に
な
っ
た
懸
の
翌
罎
か
ら

　
鐙
爲
以
内
紅
、
鰯
出
が
必
要
で
す
。

②
腐
年
齢
再
就
職
給
付
金

　
　
6
0
歳
以
烹
6
5
歳
未
満
の
失
業
給

　
付
を
受
け
て
い
た
方
を
、
支
総
残

　
臼
数
獅
獄
以
烹
の
時
点
で
雇
絹
し

　
た
場
禽
、
麓
出
が
必
要
で
す
．

　
な
お
、
6
0
歳
劃
達
の
資
金
と
離
職

時
の
賃
金
を
比
較
し
て
、
い
ず
れ
か

蕩
い
方
を
蓬
に
央
漿
給
付
を
憂
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
6
0
歳
に

ん
勘
嚇
麟穆

・

葡
う

ン
岬

　
　
　
　
　
醐

、
駆
β
ポ
義

詣
，
ぢ
毛

李
養
押

気
3
ぞ

＊
ン
ト
濯

4　　“

瀞

”

谷

な
っ
た
場
禽
に
は
賃
金
の
登
録
の
鰯

出
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
お
闘
い
ム
獄
わ
せ
は
、
ハ
禦
…
ワ
ー

ク
上
越
窯
越
公
共
職
叢
安
定
飯
）

ま
で
惣
0
2
5
5
…
2
3
…
6
1

2
王
へ

5
i
…
；
～
養
一
き
豊
ー
き
i
i
…
ξ
量
多
｝
圭

多
重
…
舌
i
i
…
き
峯
髪
｝

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
お
早
め
に

　
　
　
牽
田
町
労
働
基
準
驚
督
馨

　
労
働
保
険
の
年
渡
斑
新
の
弁
続
き

は
、
お
済
み
で
し
よ
う
か
．

　
購
儀
灘
の
提
出
と
像
険
料
の
納
付

は
、
今
年
農
は
5
月
20
醸
ハ
火
〉
が
鯛

隈
で
す
。
豪
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
畢
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
挙
し
く
は
労
働
纂
準
監

蟹
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
十
騰
購
労
働
基
濫
監
緩
署
蓑
費
0

2
5
7
…
5
2
；
2
0
7
9

1製

，
　
飛

．
誰携む

う　う
気￥
るつ
，、も

§
キ
季
チ
｝
壬
；
…
…
多
；
養
一
…
善
…
§
多
…
…
｝
手
芋
多
重
｛
き
炉

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
方
産
業
育
成
資
金

　
　
　
　
　
振
興
諜
商
工
観
光
係

　
県
地
方
藤
業
欝
成
資
金
の
貸
付
利

率
が
改
蕉
さ
れ
、
硯
行
の
3
・
2
5

％
か
ら
改
燕
後
は
2
・
9
0
％
へ
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
欝
成
資
ハ
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
闘
い
禽
わ
せ
は
賜
役
場
娠
興
謙
へ

　
松
之
由
町
祇
会
編
後
協
議
会
に
善

慧
の
ご
寄
付
が
あ
り
蒙
し
た
。
在
羅

禰
縫
の
両
ぬ
の
た
め
に
瀬
粥
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
．

▽
久
保
田
瀧
敏
様
（
松
之
由
〉

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

▽
保
坂
広
．
様
（
松
鷺
）

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

λ
気
“

蜜
も
ぢ
野

虞
餐
熱

蕩
鳩
髭
納

捻
だ
導
芝
て

・
彦
、

松之山温泉まつり

5月17艮（土）蓋藁義蒙霧

　稚兇行列　歌謡シ鰯一

　大花火大会など

5月18β（β〉婁諜議

ジンギスカンまつり

お閥い禽わせ　掻之出町観先協会費§一鵠馨

観光名刺が

新しくなりました

1箱憩§枚入500円

町の實伝に活爾ください

お問い合せ先　訟之出町観光協会

　　　　　　敷駐255§一5－36讐

　
　
　
原

林
　
高

人
　
寺

美
　
厳

　
　
　
大

擬晦線
糠轟鹸

松之山温泉

　　スキー場葵しい棚照

‘5



湯競米な必・瓢
廟獺㈱麓徽滋籔隔＿，、
蒙つの纏

広報

｛

発行鎖／平成3年6月捻籔　編集・発行／松之爵町役場総務諜

〒製2一麺　新潟娯東頚城郡松之晦購大字松之出鴛捻一2　窟L　O2559一§一3爲1　F〈X登2559－6－35蔦

春の遠足黛めざせ雁が峰蝶”（松劉、轍の齪より〉

今丹号の主な内容

春江）にぎわい・松之β運温泉まつ1）……一一　一2～3

クリーン大作戦終了　町総合検診はじ象る…4～5

水道メーターの検斜にご協力を… 即
～～6

みんなの広場／松里小が雁が峰締へ遠是…・・8～9

まちの話題／緑の少年獲の結団式…　　　…鎗～工1

お知らせ／映醸製作稿力スタツフ募集…　…王3～工5

回圏回團
窃め蟹驚《翻箋》

溺釜ちゃん　中村健…・祐子さん

　　　　　　湯本（中村麗／
羅夫ちやん嵩澤雄基嘆枝さん

　　　　　　湯　山（癩城）
ゆ　い

優衣ちゃん　滝澤豊稲・優子さん

　　　　　　天水越（小坂〉

お《鞄融《翼驚》

村山　寅一さん63歳松之由（角照屡）
樋環　　誠さん　63歳　兎　欝（寺屡敷）

4寮内平ノ、致羅さん　83歳　 湯之震｝纏釜〉

相澤タツミさん　80歳　水梨（水．ぬ〉

佐藤　タカさん　8！歳　天水越（脇〉

岩嫡　簾吉さん　78歳　湯　由（不葱閣）
鼠1灘　 藝彰一さん　75歳　湯　 乳舞（不老1閣）

構澤　欝恵きん　75歳　小　谷（水．1二）

※4月王繍から3（）漏濠での麟出分です鄭

※広報続載せてほしくない方は、鰯繊のと

きに窓窺にお話ください、、

　町の動き
　　　　　　　5月1鰻親奮
　総人口3，399入（＋4〉

　　男至，653人（率2／

　　女三，7妬人（＋2〉

　世帯数i，156簿（＋玉6〉

（　〉内は莇月との比較

町民憲章，潜矛1等53犀7月簿彗定

わたしたちは松之山購艮です、郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう漁

購鋭の含讐葉
i、薬しい緑と難の中で

　心豊かな人紅なろう
ま、プナの櫨が触れ禽うように

　連帯の心をもとう
　　　　ゆゆ1、湧きいづる湯譲のよう看こ

　　創遣の力を蕩めよう

ぽくの絵わたしの絵　松之山保蕎所

』”頴

辮』

鱗
母
岬

㌧鯉聯1
鶴，麟纏

象
遜
擢

　　〈うさぎ緩〉
　　こぽぞむ　　　み

　小林虫実ちゃん
くもをみながら、じゅんきくん

とコイのぽりのしたであそんでい

るところです。

4簿のできごと

7沼　小・中学校入学式

9臼　安高松之山分校入学式

騒9　驚溝防団分鑓長会議

綿黛　鱒選挙管理委員会

20欝　大厳寺高原スキー大会

21購　集落総代会

23臼　地域懇談会始象る（三省〉

　　〈うさぎ緩〉
　おめづかみきさ
　小野塚美咲ちゃん
　　（蕩出・箸葉屋）

わかばちゃんとはるなちゃんと

わたし力睾コイのぽりのしたであそ

入、でいるところです。

　　　ノ
　　　、《舗
　　　を寛
　　　　　ヂ『『、・・
　　　篇二1二わ

響、蕪口曜

温泉定休日
ぎ　1温泉センター1翠の湯

5月18 22r530

6月！122611％0

砥 軽

28霞　農業委員会総会

30揖　保健センター竣工式

5月穏臼～ε月栂疑の予定

i7臼　松之山温泉まつり

29鷺　 犬・雪苗弓1き取り

照鑓探鳥会
　松之山小掌校区大運動会

3臼　晦消防邸半露翻練

8紹松里地区体育大会

　
　
　
　
▼
藩
葉
が
菩
吹
き
、
新
緑

　
・
り

　
、
　
　
　
の
す
が
す
が
し
い
挙
鄭
と

力室
な
呈
し
た
．
籍
蟹

集
な
く
吸
ぞ
い
る
窪
訟

編
特
に
こ
の
蒋
期
警
℃

　
　
　
　
い
と
感
じ
家
す
。
今
銀
は

鷺
泌
え
が
翠
か
っ
た
た
め
、
例
年
に

な
く
新
緑
の
挙
簾
が
待
ち
遠
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
山
は
い
ま
、
著
葉

で
萌
え
行
楽
に
は
絶
好
の
季
節
。
今

壌
の
休
み
は
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
新

緑
の
山
に
旛
か
け
て
み
よ
う
か
。
㊨

　
お
わ
び

　
鰯
月
弩
の
八
ぺ
ー
ジ
で
平
成
九
年

県
欝
初
展
の
受
賞
者
を
紹
介
し
濠
し

た
が
、
準
特
選
で
松
之
山
中
学
校
｝

年
の
滝
沢
優
嚇
さ
ん
（
松
之
山
）
の
名

蔚
が
記
載
も
れ
で
し
た
．
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。
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